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新潟県上越市西部の鮮新世貝化石群集の構成と構造

天野和孝* .菅野三郎**

Composition and structure of Pliocene molluscan associations 

in the western part of Joetsu City, Niigata Prefecture 

Kazutaka Amano* and Saburo Kanno** 

Abstract In the western part of Joetsu City, the Pliocene strata are subdivided into the Kawazume, Nadachi 

and Tanihama formations in upward sequence. The following four molluscan associations occur in the 

Nadachi Formation; Acila-Portlandia (lower sublittoral zone), Nuculana (lower sublittoral to bathyal zone) , 

Delectopecten (bathyal zone) and Calyptogena (bathyal zone) associations. The first association also occurs in 

the Tanihama Formation and the last is recognized in the Kawazume Formation. These associations include 

rich protobranch bivalves more than those in shallower waters. The lower sublittoral association shows a 

higher species diversity than the bathyal one. 

はじめに

上越市は北部フォッサマグナの最北端に位置

し，上越市西部には新第三系が広く分布している

(図1).上越市西部およびその西方の西頚城郡地

域の新第三系層序は大村 (1930)，兼子(1944) ，

藤本ほか(1951)，高橋(1953)，西田ほか

(1966, 1974)，赤羽(1975)，遠藤・立石(1985) ，

赤羽・加藤(1989) により研究されてきた.本地

域の新第三系の上半部をしめる鮮新統は下位よ

り，川詰層，名立層，谷浜層からなる.このうち，

川詰層，谷浜層の貝化石群については著者らによ

り群集解析されている(天野ほか， 1987, 1990) 

が，名立層産貝化石群の種構成や群集構成につい

ては明らかにされていない.そこで，本論文では

名立層産貝化石群の種構成およひ'群集構成につい

て検討し，本地域の鮮新統産貝化石群の群集の変

遷および構造について総括する.

地質概要

上越市西部の鮮新統は中新世の能生谷層を整合

*上越教育大学地学教室

H東京都練馬区石神井 7・ 11 ・ 1

に覆い，下位より川詰層，名立層，谷浜層からな

る(図 2). また，鮮新統の分布地域は難波山背斜

(高橋， 1953) の西翼にあたり，有間川から下綱

子を経て北北東南南西方向の軸を持つ名立向斜

(西田ほか， 1966) およびその西方の小背斜，小

向斜により地質構造的に支配されている(図 1).

川詰層(藤本ほか， 1951)は新潟県西頚城郡能

生町川詰を模式地として提唱された.本層は側方

への岩相変化が著しく，名立向斜の東翼地域北部

では綱子醸岩部層(兼子， 1944) とその上位の長

浜泥岩部層(赤羽， 1975) からなり，南部および

西翼地域では筒石互層部層(藤本ほか， 1951)か

らなる(天野ほか， 1990). 綱子醸岩部層は海底

土石流起源の離岩，含磯泥岩からなり，しばしば，

スランプ構造がみられる.長浜泥岩部層は泥岩，

泥岩と砂岩の互層からなる.また，筒石互層部層

は有律の泥岩砂岩互層および中粒砂岩からなる.

川詰層中には 2 層の厚い酸性凝灰岩層が挟在し，

下位より大滝橋凝灰岩(天野ほか， 1990)，綱子

凝灰岩(遠藤・立石， 1985) と命名されている.

本層の層厚は 860m で，地質年代は徴化石などか

ら鮮新世前期と考えられる(天野ほか， 1990). 

名立層(藤本ほか， 1951)は新潟県西頚城郡能

生町仙納を模式地として提唱された.本層は暗灰
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図 2. 上越市西部の模式住状図. *径藻化石帯 **村松(1989) による
Fig. 2. Generalized stratigraphic section of the western part of Joetsu City. 

* Diatom zones * *after Muramatsu(l989) 

色泥岩，シルト岩を主体とし，疎岩，砂岩，凝灰

岩の薄層を挟む.特に，本層下部の泥岩中には

Makiyama chitanii や浮石が頻繁に認められる.

鍵層となる凝灰岩層は 2 層認められ，本層下部の

酸性細粒凝灰岩は天神川凝灰岩，最上部の酸性凝

灰岩は大菅凝灰岩と命名されている(天野ほか，

1990 ;赤羽， 1975). 名立層の層厚は 1 ，150m

で，下位の川詰層に整合に重なる.地質年代は村

松(1989) により大菅凝灰岩がフィッション・ト

ラック法により 3.24 士 0.16Ma とされているこ

と，名立層下部が珪藻化石の Neodenticula kamｭ

tschatica 帯 (Akiba， 1985; 6.0-3.2Ma )に含ま

れること(柳沢，私信)などから鮮新世前期から

後期と考えられる.

谷浜層(藤本ほか， 1951)は新潟県上越市有間

JII-下綱子聞の桑取川沿いの露頭を模式地とし，

主として塊状緑灰色シルト岩からなる.遠藤・立

石(1985) の谷浜層と鳥ケ首層を合わせたものに

相当する.本層下部から中部にかけて， しばしば

安山岩質火山円醸岩が認められ，砂岩泥岩互層も

みられる.層厚は 1 ，200m で，名立層に整合に重

なる.地質年代は珪藻化石なと、から鮮新世後期と

考えられる(天野ほか， 1987). 

名立層産貝化石群の特徴

上越市西部の鮮新統からは，川詰層の 20 産地よ

り 51 種，谷浜層の 15 産地より 99 種の貝化石を

採集，識別している(天野ほか， 1987, 1990). 
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図 3. 化石産地および柱状図作成ルート(国土地理院発行 5 万分の l 地形図「高田西部」を
使用).

Fig. 3. FossiI localities and sections examined (using the topographical map of 
“Takada-seibu" scale 1 : 50,000 published by Geographical Survey Institute of 
Japan). 

しかし，名立層からは天野ほか(1988) により l この名立層産貝化石群中には鮮新世~更新世前

産地から 59 種が報告されているのみである.今 期の大桑・万願寺動物群 COtuka， 1939) に特徴

回，この 1 産地を除いた 37 産地より 122 種の貝 的な絶滅種， Acila nakazimai, Nuculana onoya-
化石が採集，識別された(図 3-5，表 1). mai, Chlamys cosibensis, Turritella saishuensis, 

図 4. 名立層産貝化石(1).
Fig. 4. Molluscan fossiIs from the Nadachi Formation (1). 

1,2. Crenulilimopsis oblonga (A.Adams) , x 2.5, JUE nos.15277-1 ， 15277・2， Loc. N・23.

3,6,8. Portlandia (Portlandella) toyamaeηsis (Kuroda) , 3,8, x 1.3, JUE nos. 15278-1 , 15278-2, 
Loc. N-27; 6, x 1.2, JUE no.15279, Loc. N・22.

4. Malletia inermis (Yokoyama) , x 1.55, JUE no.15280, Loc. N-37. 
5,17. Acila (Truncacila) nakazimai Otuka, 5, X 1.2, JUE no.15281 , Loc. N・23; 17, x 1.5, JUE no. 

15282, Loc. N・27.

7,11. Robaia robai (Kuroda) , 7, x 1.5, JUE no.15283, Loc. N-5; 11, x 2, JUE no. 15284, Loc. N-4. 
9. Ennucula niponica (Smith) , x 2.1 , JUE no.15285, Loc. N・23.

10,12,15,16. Nuculana (Nuculana) onoyamai Otuka, 10, x 1.7, JUE no. 15286-1, 16, x 2, JUE 
no.15286-2, Loc. N-2; 12, X 2.5, JUE nO.15287・ 1 ， 15, X 1.5, JUE no.15287-2, Loc. N・5.

13,14. Delectopecten peckhami (Gabb) , x 1.5, JUE nos.15288-1 ，1 5288・2， Loc. N-26. 
18,19. Calyptogena pacifica Dall, 18, X 3, JUE no.15245-1 , 19, X 1.5, JUE no. 15245-2, Loc. N・36

(reproduced from Kanno et al., 1989, figs.15, 11). 
20. Solemya (Achar，似) tokunagai Yokoyama, x 0.85, JUE no.15289, Loc. N-36. 
21. Limatula cf. vladivostokensis (Scarlato), x 3, JUE no.15290, Loc. N・36.
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図 5. 名立層産貝化石 (2).
Fig. 5. Molluscan fossils from the Nadachi Formation (2). 

1. 0ρhiodermella ogurana (Yokayama) , x 2.1 , JUE no. 15291 , Loc. N-23. 
2. Serripes groenlandicus (Bruguiére) , x 2, JUE no.15292, Loc. N-27. 
3. Reticunassa acutidentata (Smith) , x 2.7, JUE no.15293, Loc. N・23.

4. Yoldia (Yoldia) kikuchii Kuroda, x 1.2, JUE no.15294, Loc. N-1. 
5. 丹opeb仰 candida (Yokoyama) , x 2, JUE no.15295, Loc. N-11. 
6a,b. Tridon飽 alaskensis Dall, X 1.5, JUE no.15296, Loc. N・27.

7,8. Astarte hakodatensis Yokoyama, 7, X 2.5, JUE no.15297, 8, X 3, JUE no. 15297, Loc. N-17. 
9. Macoma (Macoma) calcarea (Gmelin) , X 1, JUE no.15298, Loc. N-27. 
10. Gadila sp., x 2, JUE no.15299, Loc. N-36. 
11. Megacardita ferruginosa (Adams et Reeve) , x 1.7, JUE no.15300, Loc. N-23. 
12. Peri.ρloma (Periploma) otohimeae Habe, x 1, JUE no.15301 , Loc. N・20.

13. Clinocardium (Ciliatocardium) cf. ciliatum (Fabricius) , x 1, JUE no.15302, Loc. N-23. 
14. Glycymeris (Glyc:少neris) yessoensis (Sowerby) , x 1, JUE no.15303, Loc. N-27. 
15. Tridonta borealis Schumacher, x 3, JUE no.15304, Loc. N・23.

16. Anisocorbula venusta (Gould) , x 2.5, JUE no.15305, Loc. N・27.

17. Mercenaria chitaniana (Yokoyama) , x 1.4, JUE no.15306, Loc. N・27.

18. Crypωnatica russa (Gould) , x 1.05, JUE no.15307, Loc. N-27. 
19. Clinocardium (Ciliatocardium) ciliatum (Fabricius) , x 1, JUE no.15308, Loc. N-27. 
20. Buccinum cf. tenuissimum Sowerby, x 1, JUE no.15309, Loc. N-27. 

Ophiodermella ogurana などが含まれている.

名立層は多くの寒流系現生種を含む.例えば，

Glycymeris yessoensis, Astarte hakodatensis, 

Tridonta alaskensis, T. borealis, Cyclocardia 

isaotakii, Axino.ρsida subquadrata, Clinocarｭ

dium ciliatum, Sempes groenlandicus, CηIPω­

natica clausa, Liomesus ooides, Admete couthｭ

ouyi は東北日本以北に分布し，寒流系種と考えら

れる.一方，太平洋側で銚子以南の浅海域に生息

している種(暖流系種)はほとんど認められない.

わずかに，名立層中部のー産地 (Loc. 23) より

Megacardita ferruginosa が産出しているのみで

ある.天野ほか(1988) は名立層最上部から 6 種

の暖流系種を報告し，これを的場(1978) ，

Ogasawara (1 981)により提唱された古対馬暖流

の日本海への流入と関連させて述べた.名立層よ

り下位の能生谷層上部や川詰層産員化石群中には

こうした暖流系種は認められないこと (Amano

et al., 1985; 天野ほか， 1990) から，上越市西部地

域の鮮新統では名立層中部で初めて暖流系種が出

現したことになる.

名立層の貝化石群集と生息深度

名立層産貝化石群中の化石群集を認定するた

め， 37 産地で産状を検討した.遠藤・立石

(1 985) にも指摘されているように， これらの産

地では離を含む泥岩中に砂質底に生息したと思わ

れる Glycymeris 属， Mercenaria 属や砂底，砂醸

底に多い Chlamys 属などが離弁状態で産出し，

明らかに異地性の産状をす (Loc.14， 16, 21-23, 

27 ， 32-34). しかし，その他の産地では貝殻は泥

岩ないしシルト岩中に散在的に産出し，現生種の

生息底質などから判断して，原地性あるいは準原

地性と考えられる.そこで，これらの産地につい

て検討を行った結果， Acila-Portlandia, Nuculｭ
ana, Delectopecten, Calyptogena の 4 群集が認め

られた.

A cila-Portlandia 群集は名立層中部~上部の泥

岩ないしシルト岩(Loc.3 ， 4， 10, 12, 13, 15, 17, 24, 

30) に認められ， Acila nakazimai, Portlandia 
toyamaensis, Ennucul，α niponica を卓越種とし，

Robaia robai, Tridonta alaskensis, Cyclocardia 

isaotakii などを伴う.本群集は名立層より上位の

谷浜層中にも認められ，下部浅海帯(堀越，

1976) の群集であると考えられている(天野ほ

か， 1987). また，この群集は Matsui (1 985) が

秋田県五城目地域で認めた Nuculana Associaｭ

tion と Acila-Tumtella Association に種構成が

類似している.

Nuculana 群集は名立層上部の泥岩 (Loc.2， 5)

に認められる . Nuculana onoyamai を卓越種と

し ， Ennu沼ula cyrenoides, Portlandia japonica, 
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表 1 (つづ.き). Table 1 (to be continued). 
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N 

.... 

Robaia robai, Laevidentalium sp. などを伴う.

Nuωlana onoyamai は絶滅種であるが， Nuculｭ

ana 属は下部浅海帯~漸深海帯に生息する種が多

く，また，随伴種である Ennucula cyrenoides お

よび Robaia robai は下部浅海帯~漸深海帯に，

Portlandia japonica は上部浅海帯~漸深海帯に

生息している(肥後， 1973). 本群集は Matsui

(1 985, 1990) が認めた上部漸深海帯の Nucul­

ana Association にほぼ相当する. これらのこと

を考慮すると，上越市西部地域の Nuculana 群集

は下部浅海帯~漸深海帯に生息したと考えられ

る.

Delectopecten 群集は名立層上部の平行葉理の

発達したシルト岩 (Loc.26， 31)に認められる.

Delectopecten peckhami が車越し，僅かに

Yoldia kikuchii を伴う . Delectopecten peckhami 

は絶滅種であるが，小笠原・増田(1989) によれ

ば本種を含む群集は 200m 以深に生息したと推

定されている.また，本群集は Hickman (1984) 

により北米西岸の新生界より報告されている

Mud Pecten Community, Matsui (1 985) によ
り秋田県男鹿地域の北浦層中に認められている

Palliolum Association に相当する.さらに，

Matsui (1 990) によれば， Delectoρecten Assoｭ

ciation Group は漸深海帯に生息したと推定され

ている.以上のことから，上越市西部の本群集も

漸深海帯に生息したと考えられる.

Calyptogena 群集は名立層中下部の泥岩 (Loc.

36) に認められる. Kanno et al. (1 989) にも報告

されているように Calyptogena paci.βca が卓越

し ， Solemya tokunagai, Lucinoma acutilineata, 
Conchocele sp. などを伴う.本群集は天野ほか

(1 990) により，名立層より下位の川詰層中から

も報告され，漸深海帯に生息していたことが推定

されている.また，卓越種である Caか'}Jtogena

pacifica を除けば， Hickman (1 984) の Thyasira­

Lucinoma-.おlemya Community に属構成が類似

し， Matsui (1 985) の Thyasira bisecta Associｭ

ation, Matsui (1 990) の Thyasira Association 

Group に種構成が類似している.こうした類似性

は Calyptogena が Conchocele， Lucinoma と同様

に(例えば Reid and Brand, 1986)，硫化水素酸



により漸深海帯の Caかρtogena 群集が，名立層か

らは前述したように漸深海帯の Calyptogena，

Delectopecten 群集，漸深海帯~下部浅海帯の

Nuculana 群集，下部浅海帯の Acila-Portlandia 

群集が，谷浜層からは天野ほか(1987) により下

部浅海帯の Acila-Portlandia 群集が認められて

いる(図 6). したがって，鮮新世における上越市

11 51 (1991) 

化型化学合成細菌を栄養源としている(例えば

Turner and Lutz, 1984) ことによると思われる.

石化

上越市西部の鮮新世貝化石群集の変遷

すでに述べたように，上越市西部の鮮新統は下

位より川詰層，名立層，谷浜層からなり，互いに

整合関係にある.川詰層からは天野ほか(1990)
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図 6. 上越市西部の鮮新統の柱状図および貝化石群集の分布(往状図作成ルートは図 3 を参照).
Fig. 6. Columnar sections of the Pliocene strata and distribution of the molluscan associaｭ
tions in the west巴rn part of Joetsu City (see fig_ 3 on the sections examined). 
A. mudstone, B. greenish gray siltstone, C. dark gray siltstone, D. fine-grained sand司

stone, E. medium-grained sandstone, F. muddy alternation, G. sandy or normal alterｭ
nation, H. pebbly mudstone, 1. conglomerate, J. alternation of conglomerate and 
medium-grained sandstone, K. tuff, L. gravel, M. pumice, N. fossil locality, S. slump 
structure; P. Acila-Portlandia Association, Q. Nuculana Association, R. Delectopecten 
Association, S. Caly.ρtogena Association. 
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西部地域は漸深海帯から下部浅海帯へと徐々に浅

海化したことが判る.

また，特に名立層については図 6 のような群集

分布の側方変化が認められる.すなわち，中ノ俣

川流域では，下部浅梅域の Acila-Portlandia 群集

のみが認められるのに対して，その北方では下部

浅海帯~漸深海帯の Nuculana 群集の上位に

A cila-Portlandia 群集が認められる.一方，中ノ

俣川流域の西方では漸深海帯の Calyptogena，

Delectopecten 群集が名立層上部まで認められる.

つまり，中ノ俣川流域を中心としてそれより北

方，西方により深所に生活したと思われる群集が

見られることになる.これは中ノ俣川流域が名立

層より下位の川詰層の綱子離岩部層が最も厚く堆

積し，川詰層堆積時に安定的に海底扇状地が維持

されていた(遠藤・立石， 1985) ことによると思

われる.

上越市西部の鮮新世貝化石群集の構造

上越市西部の鮮新統産貝化石群集の構造を北海

道の中新世度海性貝化石群である下部峠下動物群

の群集構造(天野， 1986) と比較するため，下部

峠下動物群と同様に 30 個体以上得られた産地に

ついてのみ検討した.

表 2. 各貝化石群集ごとの二枚貝中に占める原線
目の種数比および種多様性.

Table 2. Species ratio of protobranch bivalves 
and species diversity in each molluscan 
association. 

Association Loc. S N PR BS H' J' 

Acila-Portlandia N-3 9 48 2 5 2.11 0.67 

10 7 31 3 3 1.70 0.60 

12 7 44 3 5 1.80 0.64 

T-6 11 59 3 7 2.35 0.68 

Nuculana N-2 6 70 3 3 1.01 0.39 

5 6 98 3 3 1.77 0.68 

Delectopecten N-26 3 54 1 3 0.27 0.17 

Calyptogena N-36 14 67 3 12 1.58 0.42 

N-, Nadachi Formation; T-, Tanihama Formation: S, 
total number of species; N, total number of 

individuals; PR, number of protobranch species; BS, 

total number of bivalve species. 

FOSSILS 51 (1991) 

構造については，全二枚貝に対する原鯨目の種

数比と種多様性について検討した.原偲目は沈殿

物食者として，漸深海・深海の泥底に多く知ら

れ，その種数比は古環境解析の良い指標ともなっ

ている (Hickman， 1984). また，種多様性につい

ては天野(1986) と同様に，種多様度，均等度に

ついて， それぞれ Shannon-Weaver 関数 (H'=

-L Pjlog2Pj; Pj は第 i 番目の種の個体数が総個体

数に対して占める割合)をピット単位で，均等度

については Pielou の均等度指数(1'= H' jlog2S; S 

は総種数)を用いた.計算結果を表 2 に示す.

上越市西部の鮮新統産貝化石群集中の原鯨目の

種数比は Calyptogena 群集で最も低く，全二枚貝

12 種のうち 3 種が原偲目である.しかし，下部浅

海帯以浅の群集からなる下部峠下動物群では原綿

目の種数比が最も高い Mercenaria-Clinocardium

群集の 1 産地 (Amano， 1983 の Loc.34) ですら

0.1 7 であること，秋田県男鹿半島沖の 200m 以

浅の地点の現生遺骸集団では 0.20 以下の値を示

すこと(高安・柚原， 1977; 天野ほか， 1987) か

らすれば，上越市西部の貝化石群集は一般に原鯨

目の含有率が高く，下部浅海以深に生息したこと

を示唆している.

一方，種多様性についてみると，種多様度，均

等度ともに下部浅海帯に生息した Acila­

Portlandia 群集で最も高く (H'=1.70-2.35; 1'= 

0.60-0.68)，下部浅海帯~漸深海帯の Nuculana

群集 (H'=1.01-1.77; 1' =0.39-0.68)，漸深海帯

の Caly，ρtogena 群集 (H'= 1.58; l' = 0.42) と低く

なり ， Delectopecten 群集 (H'=0.27; 1' =0.17) で

最も低い値をとる.天野(1986) は下部峠下動物

群では内湾湾口部の上部浅海帯の Mercenaria­

Clinocardium 群集で最も種多様度，均等度が高

く， H' が 3.61 ， l'が 0.83 にもなること，より浅

所(潮間帯)および深所(下部浅海帯)へ種多様

性が滅少することを指摘した.今回の結果は貝化

石群集の種多様性が下部浅海帯から漸深海帯へさ

らに減少している傾向があることを示していると

いえよう.

おわりに

上越市西部の鮮新世貝化石群集の構成，構造に
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ついて総括し，次の事が明らかとなった.

(1)上越市西部の鮮新世貝化石群集は下部浅海帯

の Acila-Portlandia 群集，下部浅海帯~漸深海帯

の Nuculana 群集，漸深海帯の Delectopecten，

Calyptogena 群集からなる.

(2) 最下位の川詰層から最上位の谷浜層へより浅

海域に生息していた群集が認められ，全体として

浅海化の傾向を示すが，川詰層堆積時に海底扇状

地の形成された中ノ俣川流域では名立層堆積時に

他の地域よりも浅海の群集が見られる.

(3) 群集中の二枚貝にしめる原偲目の種数比は高

い.また，下部浅海帯の群集から漸深海帯の群集

にかけて種多様性は減少する.
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高知県西南部の更新世蔓脚類化石

三本健二*

Cirripedian fossils from the Pleistocene deposits of 

the southwestern part of Kochi Prefecture, Shikoku 

Kenji Mimoto 

Abstract Sixteen fossil Balanomorpha and one fossil Lepadomorpha were found from Pleistocene coastal 

terrace deposits at two localities in the southwestern part of Kochi Prefecture, Shikoku. Many of them indicate 

first fossil records in ]apan and the southernmost occurrences in the Pleistocene. The species from the Hirano 

Formation (Loc. 1) are mainly composed of inhabitants in the upper sublittoral and intertidal zones of an 

open sea. Most species from the Ashizuri Formation (Loc. 2) are inhabitants in similar zones of an embayｭ

ment. 

はしがき

高知県西南部に分布する海成段丘堆積物の一部

には，員類などの海生無脊椎動物化石が多数見出

される.そのような化石産地は現在 5 か所知られ

ているが，そのうち中村市平野では，きわめて保

存のよい，多種類の外海性貝化石が得られてい

る.フジツボ類も多く，化石群集の重要な構成員

となっている.また土佐清水市幸町では，内湾性

貝化石とともに少数のフジツボ類が得られた.

日本産フジツボ類の時空分布は，山口(1988)

などによって明らかにされた. しかし，それらの

中には四国の更新統についての資料がなかったの

で，これら両産地の化石をここに図示・報告す

る.この中にはエボシガイ類が l 種含まれてい

る.

なお，図示標本は徳島県立博物館 (TKPM) に

保管されている.

産地および層準

化石産出層:更新世平野層(満塩・古川，

1988) の黒灰色砂質泥層(柱状図:図 2)_

段丘崖は草木におおわれているが，ところどこ

ろ崩壊して段丘堆積物があらわれている.それは

初期更新世または鮮新世とされる“古崖錐"の上

に不整合関係で重なっている.南北約 100m にわ

たって断続的に砂質泥層中の化石層が観察され

る.この砂質泥層は最大1. 4m の厚さがある.基

底部には亜角状の巨傑~大離があり，露頭(縦断

面)で横一列にならんでいる.

化石は全層にわたって含まれる.腹足類，二枚

貝およびフジツボが特に多い.破片が多いが，色

彩はよく残っている.基底部の巨醸~大礁には二

枚員の穿孔がみられることが多く，孔内には

Coralliophaga coralliophaga (Gmelin) , Jouanｭ

netia cumingii (Sowerby) などの貝類が保存さ

れていることもある.また， Plicatula などの二枚

貝やコケムシ，フジツボ(後述)，多毛類の棲管な

どが付着した離もある.礁の上面に穿孔やフジツ

ボの着生がみられるものは，現地性と考えられ

Loc.l 中村市平野，高知県立幡多農業高校平野 る.このほか基底から 20cm ほどの部分に生息時

農園の東方，平野ノ浜に面した標高 30m の段丘

崖(1 320 59' 43"E, 320 56' 49"N ;図1).

-高知県高岡郡越知町越知甲 2351

1991 年 8 月 12 日受理

の姿勢を示す，二枚員 Anodontia stearnsiana 

(üyama) の個体群が見い出された. これも現地

性の化石と考えられる.イシザンゴは塊状群体が

しばしば産するが，破損したものが多い.サンゴ

の群体内には寄生性フジツボ(後述)， ]. cumingii 
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Ashizuri-misaki 

図 l 化石産地の位置

国土地理院発行 5 万分の l 地形図「土佐清水」および「土佐中村」の一部を使用.
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表 l 産出種リスト Loc.2 土佐清水市幸町，土佐清水市立・清水小学校

Suborder, family, genus and species 
Suborder Lepadomorpha 

Locality 校庭の西南隅，坂道ぞいの切取崖(現在はコンク

Family Scalpellidae 

1 Capitulum mitella (Linne) 

Suborder Balanomorpha 

Family Chthamalidae 

2 Chthamalus challengeri Hoek 

Family Coronulidae 

3 Pla砂lepas? sp. 

Family Tetraclitidae 

4 Tetraclitella pilsbryi (Utinomi) 

5 T. darwini (Pilsbry) 

6 T. chinensis (Nilsson-Cantell) 

7 Tet別町litajaponica Pilsbry 

Family Armatobalanidae 

8 Armatobalanus (Armatobalanus) I 1 2 
allium (Darwin) 

9 Solidobalanus (Solidobalanus) socialis I 1 2 
(Hoek) 

10 Acasta sp. 
Family Pyrgomatidae 

11 Savignium dentatum (Darwin) 

12 S. crenatum (Sowerby) 

13 Megatrema (Boscia) oulastreae (Utinomi)I 1 
Family Balanidae 

14 Balanus albicostatus Pilsbry 

15 B. reticulatus Utinomi 
16 B. kondakovi Tarasov et Zevina 
17 Megabalanus rosa (Pilsbry) 

1 2 
1 2 

2 

1 

などの穿孔性二枚貝が見られることがある.

化石を含む堆積物を lmm のふるいで水洗し，

乾燥後に化石を実体顕微鏡下でひろい集めた.得

られた化石は有孔虫，普通海綿(骨針)，ウミトサ

カ類(骨片)，イシサンゴ，コケムシ，腕足類，多

板類，腹足類，掘足類，二枚貝，多毛類(棲管)，

蔓脚類，十脚類(カニ)，ウニ(腕，殻体)，硬骨

魚類(耳石，椎骨)，石灰藻，被子植物片などであ

る.

平野層は中川・寺戸(1968) ，高知第四紀研究

グループ(1972) ，満塩・古川(1988) などによ

り，段丘面の対比，花粉分析などにもとづいて，

いわゆる中位段丘構成層とされた.また，二枚貝

化石のアミノ酸のラセミ化年代で， Circe interｭ

media Reeve で 178，000 年B. P., Chama sp. で

138，000 年B. P. の値が得られている(満塩ほか，

1989). 

リート壁でおおわれ，露出していない; 1320 

57' 15"E, 320 46' 41"N ;図1).

化石産出層:更新世足摺層(三本・満塩，

1982) の暗灰色砂質泥層(柱状図:図 2).

この砂質泥層は厚さ1. 7m である.化石は下半

部に産し，ところどころにやや密集する部分があ

る.下位の角醸層の直上では，角礁に固着したカ

キ類が得られた.二枚貝の合弁個体はきわめてま

れであり，自生的な産状は観察されなかった.

化石の採集方法は Loc.l と同じである.得ら

れた化石は有孔虫，イシサンゴ，コケムシ，腕足

類，多板類，腹足類，掘足類，二枚員，多毛類(棲

管)，蔓脚類，十脚類(カニ)，ウニ(殻体)，硬骨

魚類(耳石)，被子植物片などである.

三本・満塩(1982) は，本層から腹足類の絶滅

種 Kurosioia kurosio (Ida) および Capulus

oyamai Masuda et Noda を見出し，本層をいわ

ゆる中位段丘構成層と考えた.甲藤(1983) によ

れば， C14 の年代測定値は 4 万年以前であり，ナ

ノプランクトン化石群は Okada and Bukry の

CN15 帯 (27 万年前以新)を示すという. また，

満塩ほか(1989) によれば，アミノ酸のラセミ化

年代(材料: Chama sp.) では 138，000 年B. P. の

値が得られている.

化石蔓脚類群集

Loc.l 中村市平野(平野層)

属あるいは種名の明らかになったものはフジツ

ボ亜日 15 種およびエボシガイ亜日 l 種の計 16

種である(表1).ほかにも若干の未同定種があ

る.それらの化石の特徴は，日本で化石として初

めて見出されたものおよび更新世における分布南

限の記録となるものが多いことである.すなわち

前者は Capitulum mitella, Plaかlepas ? sp・ ， Tetｭ

raclitella ρilsbη!i， T. darwini, T. chinensis, 

Savignium dentatum および S. crenatum であり，

後者は Chthamalus challengeri, Tetraclita jaｭ

ponica および Megatrema (Boscia) oulastreae で

ある.

産出頻度は楯板数によって比較した(図 3). 2 
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図 3 楯板数の産出頻度(Loc.1)

Caþitulum は除外.資料採取層準: no.1 は
基底から 10-20cm. no.6 は1l0-120cm.
N: 総個数.

つの層準(基底から 10-20cm 上および 110-

120cm 上)から 3kg ずつの堆積物を採取し，前

述の方法で化石を選別した.両資料とも Mega­

balanus rosa が最も多く， 全体の 40%を占めて

いる.次に T. pilsbryi が多くて 20%を占め，お

のおの 10%の Armatobalanus allium と Acasta

sp. がそれに次ぐ.これら 4 種で 80%に達する.

完全な周殻は M. rosa. T. Pilsbryi. T. darwini, 

A. allium. M. (B.) oulastreae および S. dentatum 

について得られた. M rosa は基底部の大磯上面

に固着した自生的産状(図 4) が観察されたもの

の，ほとんど破片で産する . T. pilsbryi は二枚貝

Lima vu信aris (Link) の殻表に付いたものや地

物から分離した周殻がある.これら 2 種は周殻片

の産出数がとくに多い. A. allium, M. (B.) oulｭ
astreae および S. dentatum には内部に蓋板の残

図 4 Megabalanus rosa の自生的産状 (Loc.1)

FOSSILS 51 (1991) 

存した周殻が得られた. これらのうち A. allium 

は，イシサンゴ群体の表面に固着しているが，地

物から分離した周殻やその破片もしばしば産す

る.後二者はイシサンゴの寄生種であり，群体に

埋生している.以上のほかの種は，分離した周殻

片および蓋板の双方または一方が産するにすぎな

い.そのうち産出数が多いのはカイメンフジツボ

Acasta sp. であり，皿状で薄質の殻底も産する.

これらの産状および産出頻度からみて， M

rosa, T. μlsbηIÍ. A. allium. M. (B.) oulastreae お

よび Acasta sp. の 5 種がこの化石蔓脚類群集の

代表種と考えられる.

産出種の生息環境と分布は表 2 に示す.外海の

上部浅海帯から潮間帯にかけて分布する種が主体

であり，潮間帯に限定されるものも少数含まれ

る.また，例外的に内湾性種が混在している.地

理的分布は南日本区の南海亜区で重なりあってい

る.これらと同様の傾向が貝類化石群においても

認められる(三本， 1985). 

なお， Acasta sp. は普通海綿の Halichondria

などに付着・共生する“A. dofleini Krüger" に類

似する . Pla砂lepas 属はウミヘピの皮膚やウミガ

メの甲などに付着する.

Loc.2 土佐清水市幸町(足摺層)

5 種のフジツボ類が得られた(表1).そのうち

Solidobalanus (S.) socialis を除く 4 種は，いず

れも更新世における分布南限の記録となる.

Loc. 1 に比べると種数・個数ともきわめて少

ない.完全な周殻は，二枚貝 Ostrea ? sp. の l 個

の右殻表面に固着した 2 個体の Balanus retiαII・

atus および 3 個体の A. allium である.前者は分

離した殻片も多く，この化石群集の代表種と考え

られる.

A. allium の生息環境については資料が乏しい

が， Utinomi (1 949, 1962) および筆者の採集例

では外海の浅海産イシサンゴに着生していた. し

かし ， B. reticulatus. B. albicostatus および B.

kondakovi の 3 種は内湾の潮間帯および上部浅

海性種であり， 中でも B. kondakovi は内湾度の

特に高い湾奥に限られる.以上のような特徴か

ら，これらは潮間帯~上部浅海帯の内湾性種を主

体とした化石群集と考えられる.この点で， Loc. 
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表 2 化石の産状および産出種の生息環境・分布

speCles 
occurrence distri bu tion 

Loc.1 Loc.2 
habitats 

geogr. geoI. 

1 C. mitella C 。 R T sH一一-R L 

2 C. challengeri C OB R T sH-N L-Pe 

3 P. ? sp. C 

4 T. pilsbryi B 。 Sh U N L 

5 T. darwini B 。 G TUL S-R  L 

6 T. chinensis C 。 GSh TU S一一-R L 

7 T. japonica C OB R T sH一一-R L一一一Pi

8 A. allium A B 。 Sh UL NR L一一一Pi

9 S. socialis C C 。 Sh U NR L一一一Pi

10 A. sp. C 

11 S. dentatum hア 。 E (coral) U NR L 

12 S. crenatum C 。 E (coral) U NR L 

13 M (B.)oulastreae A* 。 E (coral)TU NR L-Pe 

14 B. albicostatus C C BBrRG T S一一一R L-Pe 

15 B. reticulatus C B B RGSh T J-N L-Pe 

16 B. kondakovi C BBrSh T T-R L-Pe 

17 M rosa B 。 R TU nH一一一R L-M  

occurrence: A: 完全な周殻(蓋板残存)あり， B: 完全な周殻(蓋板欠)あり， C: 分離した周殻片と蓋板の双
方または一方， *イシサンゴ群体内 habitats:B :内湾， Br: 汽水， E: 寄生(又は共生)性， G: 磯地，
L: 下部浅海帯， 0: 外海， R: 岩礁， Sh: 殻上， T: 潮間帯， U: 上部浅海帯. distribution (geogr.) : 内海
(1 955) により沿岸性蔓脚類にもとづいて設定された地理区のうち太平洋岸の各亜区(北から南へのJI憤). nH: 北海
道東北亜区， sH: 北海道西南亜区， S: 三陸亜区， J: 常磐亜区， T: 東海亜区， N: 南海亜区， R: 琉球亜区.
distribution (geoI.) : 従来知られている， 日本での地史分布. L: 現生， Pe: 更新世， Pi: 鮮新世， M: 中新
世.生息環境および地理的分布は Hiro (1 931 , 1935, 1937, 1938, 1939 a, b) , Utinomi (1 949, 1962, 1970)，内海
(1965) , Yamaguchi(1977 a，b)，山口 (1979， 1982, 1983)などによる.地史分布は Yamaguchi (1 971 ， 1977 a, b) , 
山口(1988) による.

l の化石群集とは明らかに異なっている.貝類化

石も内湾性種を主体とするが，外海性種が混在

し，中内湾性の特徴を示す.フジツボ類 5 種の地

理的分布は南海亜区で重なりあっている.

まとめ

以上示したように，これは四国からの化石蔓脚

類の最初の報告である.それらは 17 種で， 1 種の

エボシガイ亜目のほかはフジツボ亜日である.ま

た，化石として日本で最初の報告となるもの，こ

れまでに知られた更新統の地理的分布をさらに南

に拡げるものを含んでいる.

謝辞

千葉大学の山口寿之助教授には全種の同定と本

稿の作成にあたって，細部にわたって懇切な御指

導をいただいた.高知大学の満塩大洗教授には本
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1. Capitulum mitella (Linne) [カメノテ]， a-b: TKPMGFIOOI00l 標本，楯板， x 
10., 2. Chthamalus challengeri Hoek [イワフジツボ]， a-b :TKPMGFIOOI002 標
本，楯板， X20., 3. Platylepas? sp., a-b :TKPMGFIOOI003 標本，噴板， X4., 4. 
Tetraclitella pilsbryi(Utinomi) [フルイヒラフジツボ]， a : TKPMGFIOOI004 標本，
楯板， X 13, b : TKPMGFIOOI005 標本，背板， X 13, c : TKPMGFIOOI006 標本，
周殻， X 6., 5. Tetraclitella darwini (Pilsbry) [ヨツカドヒラフジツボ]， a: 
TKPMGFIOO 1 007 標本，楯板， X 11 , b : TKPMGFIOOI008 標本，周殻， X6., 6. 
Tetraclitella chinensis (Nilsson-Cantell) [ムツアナヒラフジツボ]， a-b 
TKPMGFIOO 1 009 標本，楯板， X 15., 7. Tetraclita sp., a-b : TKPMGFIOOI010 
標本，峰板， X 8., 8. Armatobalanus (Armatobalanus) allium (Darwin)[ ニンニク
フジツボ]， a-b : TKPMGFI 001011 標本，橋板， X 14., 9. Solidobalanus 
(Solidobalanus) socialis (Hoek)[ ムレフジツボ]， a-b: TKPMGFI 001012 標本，
楯板， X 13., 10. Acasta sp., a :TKPMGFIOOI013 標本，楯板， X 14, b:TKPMGFI 
001014 標本，背板， X 19, c-d: TKPMGFIOOI015 標本，噴板， XI0. 
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図 6 高知県西南部 (Loc. 1 ， 2) の更新世蔓脚類
1. Savignium dentatum (Darwin) [和名なしJ ， a-d: TKPMGFI001016 標本，
a-b 楯板， X 18, c-d 背板， X 18., 2. Savignium crenatum (Sowerby) [和名なし J，
a-b : TKPMGFI001017 標本， 楯板， X 17., 3. Megatrema (Boscia) oulastreae 
(Utinomi) [和名なし J， a-d : TKPMGFI001018 標本， a-b 周殻， X6, c-d 楯板
(a・b の周殻内に残存)， X 12., 4. Balanus albicostatus Pi1sbry [シロスジフジツボJ ，

a-b : TKPMGFI001019 標本，背板， X 11., 5. Balanus reticulat山 Utinomi [サラ

サフジツボ J， a-b : TKPMGFI001020 標本， 楯板， X 6., 6. Megabalanus rosa 
(Pilsbry) [アカフジツボJ ， a-b: TKPMGFI 001021 標本，楯板， X 6, c-d: 
TKPMGFIOO 1 022 標本，背板， X7. (産地 :1 ・3， 6 は Loc.1 ， 4, 5 は Loc.2)
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FOSSILS 51 (1 991), p.24-45 

分子古生物学の現状と展望
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はじめに

近代地質学の創始者の一人 James Hutton 

(1 726-1797) は，地球を 3 つの部分(個体地球・

海洋・大気)から成る機械に見立て，その機械が

生物の生活できる世界を創り出すために動いてい

ると考えた.またそれらの部分間の相互作用につ

いて考察し，地質時間の計り知れない長さとその

聞を通じての自然法則の一様不変さを示唆した.

その後 Lyell， Darwin 及び多くの論争を経て，現

在の地球と生物が悠久の時を経てきているという

認識が確立した.また，過去の事象を理解する上

で現在のできごとを知ることが役に立つ，という

歴史科学の重要な方法論(地質学で言う斉一説)

が定着した.

周知の通り，今世紀後半に生物学は化学的物理

学的手法を取り込んで急速に進歩し，生命現象が

分子レベルで論じられるようになった.現在の生

物に関する理解が深まったことは，斉一説の考え

に立てば，とりも直さず過去の生物及びその歴史

に関する手がかりが増えたことを意味する.この

進歩は，複雑な生命現象はすべて物理学・化学

(などの非歴史科学)の素過程で理解できるとい

う期待も生んだ. とは言え，生物を構成する分子

も生物と同様歴史の産物であることは自明であ

り，生化学も本質的には歴史科学であるという考

えが成立する (Rose， 1988). ここに生化学，分子

*東京大学理学部地質学教室(在グラスゴ一大学)
Department of Geology and Applied Geology, 

University of Glasgow, Glasgow G12 8QQ, Scotｭ
land, U. K. 

生物学と古生物学の境界という分子古生物学の一

つのニッチェが聞かれた.

さて分子古生物学には有機地球化学 (Organic

geochemistry) と古生物学の境界という面もあ

り，実はこちらが時代的に先行する.産業面での

重要さから，有機地球化学は石炭石油の研究を中

心に早くから発展した.その後，分析化学と有機

化学の進歩により，地層中に含まれる雑多な有機

分子の分離同定は飛躍的に進み，明らかに現在の

生物の作り出す生体分子に対比される分子も急増

した.そして Calvin はこれらの分子化石を通し

て生命の起源と歴史を研究する分野に対して分子

古生物学 (Molecular Palaeontology) という語

を初めて使っている (Calvin ， 1968; 1969). 

また，分子古生物学は広く地球科学と生命科学

の接点として見ることもできる. Hutton にその

萌芽の見られる地球一水一大気生命系における

物質循環という考えは， 1920 年代から生物地球

化学 (Biogeochemistry) として発展する.とこ

ろがこの系における原動力としては物理化学的な

プロセスのみが強調され，生物学的プロセスは二

次的にしか扱われてこなかった.生物は変動する

物理化学環境にただ適応してきただけという見方

が強かった. しかし，最近の生態学，徴生物学の

発達によって，地球上のダイナミックなプロセス

例えば，気候変動，大気・海洋の組成変化，地

球化学的物質循環，風化，浸食，堆積，続成など

ーにおいて，生物(特に微生物)がきわめて重要

な役割を果たしてきたことが明らかになってき

た.地球科学と生命科学双方のアプローチによっ

て地球の歴史が大きく見直される可能性がある

(Westbroek， 1983). この見直しをするにあたっ
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て，分子古生物学は地層中に残された分子化石や

現生のバクテリアなどの研究を通して重要な情報

を提供すると思われる.また，環境の様々な影響

は，生物の形態のみならず，それを構成する分

子・原子にも刻まれる.これまで化石や化石硬組

織の安定同位体の研究なと‘を中心に行なわれてき

た地球表層の古環境の解析も，化石や堆積物中の

有機分子を調べることによって更に多くの情報を

得ることが可能になるであろう.

以上概観したように分子古生物学が関わりを持

つ分野は意外に広い.いくつか例をあげれば，生

物系統学，生命の起源，分子進化，進化機構論，

化石燃料の起源，古環境学，バイオミネラライ

ゼーション，グローパルな物質循環，環境問題な

どであり，いずれも多くの専門家の知恵が必要と

される問題ばかりである.例えばバイオミネララ

イゼーションは，生化学，古生物学，医学のみな

らず，炭素循環や水溶液中の重金属の濃集と関連

して地球科学・環境科学 (VVestbroek and de 

Jong, 1983; VVestbroek et al., 1989) ， 常温常圧

における結晶合成に関連して材料科学 (Mann，

1990) などひろい分野と関わるテーマである.小

論では，これらの中からいくつかの話題を選んで、

最近の研究を紹介したいと思うが，一面的になる

ことは避けられない. Degens (1 989) , Eglinton 

and Curry (1991) , Fernholm et al. (1 989) , 

Johns (1 986) , Raff and Raff (1 987) , Runｭ

negar and Schopf (1 988), VVestbroek and de 
Jong (1 983) などもあわせて参照されたい.

有機地球化学と分子化石

地殻上部には驚くべき量の有機物が含まれてい

る.一般に生物によって生産された有機化合物は

食物連鎖をまわり，いずれはバクテリアに分解さ

れ， リサイクルされる. ところが中には， この物

質循環から逃れるものもあり，海洋中の有機物に

おいては，環境条件に応じて，その 0.1 %から

10%が再利用されずに堆積物中に残されると見

積もられている (Rashid， 1985). 地球上に光合

成が始まって以来，このようにして堆積物中に蓄

積した有機炭素(定義上，石灰岩などの炭酸塩中

の炭素を含まない)の量は l 京(10 16) トン，現
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在の全生物に含まれる量のざっと l 万倍と概算

されている (Ourissonet al., 1984). 化石燃料と
して知られる石炭，石油，天然ガスはそのごく一

部を占めるに過ぎない.

地殻に含まれる有機物の研究は，化石燃料，特

に石油の化学的性質の解明に力点がおかれてき

た.その中で分子化石という概念も次第に注目を

集めてきた.分子化石とその続成過程の研究は，

化石燃料の起源とその熟成度の見積りに決定的な

役割を果たしてきている.また先カンプリア代の

分子化石による生命の起源の研究は，その多くが

汚染によるものだったにせよ，地層中の有機化合

物から生物学的情報を得ょうという研究を刺激す

るのに役立つたと言える.そして，これまでの四

半世紀に有機地球化学における分子化石の研究

は，種々のクロマトグラフィーやコンピュータに

接続されたガスクロマトグラフィー質量分析機

(GC-MS)などの分析技術の発展とともに，供給

源の生物種の特定や続成のプロセスの解明など注

目に値する発展をした (Calvin ， 1969; Mackenｭ

zie et al., 1982; Johns, 1986). 

ここで分子化石の概念についてふれておく.地

層や化石中から抽出される有機化合物で生物起源

を示す特徴を残したものは伝統的に分子化石

(molecular fossil)またはバイオマーカー (bio­

marker, biological marker compound の略)と

呼ばれてきた.地化学化石 (geochemical fossil) 

という語もまれに用いられるが，ほぼ同じ意味と

恩われる.一方，化学化石 (chemical fossil) と

いう語も同様の意味で使われてきたが，これは分

子化石と原子化石 (atomic fossil) そしてそれら

に残された同位体の情報を含む概念と言える

(Summons, 1988). また現在の生物を構成する

分子も，生物の歴史を刻んでいるという意味か

ら， ["化石(としての)分子J (fossil molecule) 

と呼ばれることがある (Runnegar， 1986). R. 

Dooli ttle (1 985) が現在の生物のタンパク質一次

配列を比較してタンパク質の系統関係を調べる研

究として分子古生物学 (Molecular Paleontoloｭ

gy) と呼んでいるのは，この概念を下敷きにして

いると解釈される.さて，分子化石の候補として

重要な分子は，脂質，色素，糖質， タンパク質，
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核酸である.続成に対する耐久性から，これらの

うち脂質と色素に由来する炭化水素が分子化石と

して最も普通に分離される. Calvin の提唱した

分子古生物学もこれらの分子化石，特に脂質に由

来する炭化水素が研究対象とされた.その後，分

子古生物学は化学化石と「化石分子」のすべてを

対象とする分野として再定義された (Runnegar，

1986; Curry, 1987a, b). 

分子化石の古典的な例はパナジルペテロポル

フィリンであろう. 1934 年に Treibs は石油中に

普通に見られるこの分子が植物に含まれる(現在

では光合成をする細胞に広く分布が知られる)ク

ロロフィル a に由来すると述べ (Treibs， 1934) , 

その後の多くの研究によってこのことが確かめら

れた (Baker and Louda, 1986). ステラン

(sterane)やトリテルパン (triterpane) なども重

要な分子化石のグループである.現在では，それ

ぞれステロイドとトリテルペノイドに由来するこ

とが広く受け入れられている.前者は，その続成

の過程が最も詳しく調べられたグループとして有

名で (Mackenzie et al., 1982) ， 動物や藻類に含

まれ身近に知られるコレステロールを含むグルー

プである.後者は， 5 億年より若いどの石油や堆

積物中にも必ずと言っていいほど含まれているホ

パン (hopane) およびその派生物ホパノイドを含

むグループである.ホパノイドの特に興味を引く

点は，その普遍的分布とともに，この分子が地層

中からまず発見され，その後の意図的な研究に

よってその先駆体であるパクテリオホバンテト

ロー jレなと‘のノぜイオホパノイド (biohopanoid)

が現生のバクテリアから発見されたことである

(Ourisson et al., 1984). ノてイオホノfノイドはノぜ

クテリア(真正バクテリア)の細胞膜に含まれる

両親媒性脂質 (amphipathic lipid) であり，真核

生物の細胞膜におけるコレステロールと同様の機

能を持つ分子で、あることが明らかになった.この

分子が両親媒性分子(一端に極性基，他端に疎水

性基を持つため分離が難しい)であったため現在

の生物からは発見が遅れ，続成によって純粋な炭

化水素の骨格だけになったために分子化石から先

に多くのバクテリアの脂質が見つかったのであ

る.また，イソプレノイド(isoprenoid) も重要な
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分子化石のグループである.後で触れる古細菌

(Archaebacteria) は，真核生物，真正バクテリア

と全く異なった細胞膜脂質を持つことが知られる

が，その脂質が石油や堆積物中に広く見られる

(特に C21 より長い)直鎖状イソプレノイドの主

要な供給源であることが指摘されている (Mi­

chaelis and Albrecht, 1979; Brassell et al., 1981; 

Chappe and Albrecht, 1982; Volkman and 

Maxwell, 1986). 

ところで堆積物中の有機物は，堆積物から様々

な溶媒によって抽出可能な物質 (extractable

material，石油もこれに含まれる) とどの溶媒に

も溶けないケロジェン (kerogen) とに区別され，

後者が全体の 90-95 %を占める.前者の方が分

析が容易なこと，石油の起源に関しての良い情報

源であることから，この抽出可能な有機物の研究

が先行してきた.ところが石油から容易に想像さ

れるように，抽出可能な画分は，それが原岩と閉

じ時代のものであるか必ずしも確かではない. し

たがって原岩を構成した堆積物の有機地球化学的

情報を正しく得るためには，事実上移動しないケ

ロジェンを調べる方がより重要となる(秋山，

1972). ケロジェンは様々な物質がコンデンスし

た物質であり，その分析には困難を伴う.しかし，

例えば先カンプリア代の有機物もこの観点から見

直しがされ始めており (Sklarew and Nagy, 

1979; Hayes et al., 1983; Hoering and Navale, 

1987)，熱分解などのケロジェンを分解する技術

を含む分析技術の発展，保存の良好な標本の発見

(Summons et al., 1988) などによって，生物の初

期進化に関する情報を分子化石から得ることも可

能となってくるであろう.

化石タンパク質の研究

1954 年 Abelson は古生代のものを含む化石硬

組織からアミノ酸を報告し，化石中に含まれる有

機物を研究する分野として古生化学 (Paleobio­

chemistry) を提唱した (Abelson， 1954; 秋山，

1971). その後様々な化石からアミノ酸が続々と

報告され，化石中のアミノ酸のラセミ化を用いた

第四系における年代測定や地質温度計としての応

用，地球外アミノ酸の研究などアミノ酸の地球化
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学的研究が進められた (Hare et al., 1980; Zhao 

and Bada, 1989; Brooks et al., 1990). 

また，アミノ酸から生物学的(特に系統学的)

情報を得ることも期待されてきたが，化石中のバ

ルクのあるいはタンパク質のアミノ酸組成のデー

タだけではどうしても不十分で，アミノ酸のつな

がり具合(一次構造)の情報が必要となってくる.

しかし，まだ化石ペプチドの一次構造を直接決定

したという報告は Muyzer et al. (1 984) に紹介

されている未発表の 1 例があるだけで，事実上未

開拓の領域である.また，化石中の有機物の研究

では，様々な汚染が大きな障害となる.脊椎動物

化石中のコラーゲンを調べた Armstrong et al. 

(1 983) は，第三紀以前の化石に含まれるタンパ

ク質の大部分は，現生のバクテリアに由来するも

のだと述べている.

しかし，これらのことは，必ずしも元のタンパ

ク質，あるいはそれに由来するペプチドが古い化

石の中に残されていないということを意味しな

い. deJongetal. (1 974) は後述する免疫学的方

法で，白亜紀 (70Ma) の化石にオリジナルなペプ

チドが残されていることを示し，この結果はその

後の研究で再確認された (van der Meide et al., 

1980; Westbroek et al., 1979; 1983). また
Weiner et al. (1 976) は，生化学的方法で 80Ma

の化石から同様の結果を得た. Krampitz et al. 

(1 977) は，恐竜の卵の化石からカルシウム結合

ペプチドを検出している.化石ペプチドは少なく

とも白亜紀のものまで保存されているであろう.

要は，それをいかに他の二次的汚染物質と区別す

るかである.

何千万年も前の化石にペプチドが保存されてい

るということは，身近に見られるタンパク質の不

安定さを考えるといささか奇異に映る.溶液中の

ペプチドの半減期 (Robinson ， 1974; White, 

1984) は地質時間に比べるとあまりに短い.これ

は，骨，歯，貝殻などの化石から抽出されるタン

パク質がそれら硬組織の鉱物相と密接に結び付き

(ところで，それらの分子のいくつかは生鉱物の

沈着に重要な機能を持つことが指摘されている.

例えば Benson et al., 1987; Sucov et al., 1987; 

Weiner, 1987; Weiner and Addadi, 1991 参照)，

27 

その拡物相がそれらの分子の保存にとって特異な

徴環境をつくっていることで説明される.すなわ

ち，これらの分子はまわりを固い結晶で固まれて

いるため，溶液中に比べると分子・原子の移動で

きる自由度がはるかに制限され，そのことが分子

の分解溶出を緩慢にしていると考えられる.化石

タンパク質の続成過程における挙動は未知の部分

が多いが，最近の免疫学的研究によると，その過

程が 2 つの段階から成ると言われる (Lowenst­

ein et al., 1991; Collins，私信).まず数千年から
数万年のオーダーで比較的急速に起こる過程があ

り，そこで大部分の情報が失われる.その後ごく

緩慢にシグナルが失われていく過程が続く.前者

は高次構造が壊される段階，後者は一次構造が壊

される段階に対応するらしい.

さて，一次構造の直接決定がまだ日常的になさ

れていない現在，化石タンパク質から生物学的情

報を得るために用いられる最も洗練された方法

は，免疫学的方法であろう (Muyzer et al., 

1984). これは，生物が外から侵入したタンパク

質などの異物(抗原)に対して生産する，抗原構

造の一部(抗原決定基， antigenic determinant) 

に対して特異的に結合するタンパク質(抗体)を

利用して，分類群のタンパク質の違い，またそこ

から類推される生物の近縁度を比較する方法であ

る.抗原決定基には高次構造と一次構造の両者が

あり，後者の場合，典型的には 4-5 個のアミノ

酸シークエンスに対して抗体が作られる.これ

は，この方法を化石タンパク質に応用する際の一

番目の利点である.すなわち，このことは，抗原

として調べる化石タンパク質が多少ぱらぱらに

なっていても構わないということを意味するから

である.また，抗体は抗原に対してきわめて特異

的に結び付くため，他の挟雑物，例えば現生のバ

クテリアに由来するタンパク質と目的とするタン

パク質を区別することができる.いわば抗体は，

雑多な混合物の中から目的の分子を選び出す生物

学的プロープとして用いられる訳で，これがこの

方法の第二の利点である.

抗原抗体反応の分析法は 1970 年代に大きな発

展が見られ，放射免疫測定法 (Radioimmunoｭ

assay, RIA) や酸素免疫測定法 (Enzymelinked 
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immunosorbent assay, ELISA) などのきわめて

感度の良い定量法が開発された.ナノグラム

(1O-9g) , ピコグラム(10一 12g) レベルの抗原を

検出するこれらの方法の感度の高さは，化石に応

用する際の第三の利点である.

化石の免疫学的研究に用いられる抗血清は，化

石から抽出したタンパク質に対して作ることも可

能であるが，普通は調べたいと思う化石の分類群

と近縁のいくつかの現生分類群から分離した相同

タンパク質に対して準備される.抗血清の生産に

は，ウサギやマウスがよく用いられ， 2-3 か月の

期間と専門的知識が必要とされる. しかし，一度

抗血清が得られれば，短期間に，また比較的容易

に一連の実験操作を進めることができる.このこ

とは，この方法が他の多くの分子レベルの方法に

比して安価にできることとあわせて，地質学者に

とっては利点と言えるだろう.

さて，免疫学的方法によって様々な化石からタ

ンパク質(ペプチド)や他の有機物が検出されて

きた.その例として先ほどあげたものの他に， 18 

-30Ma の骨化石に含まれるオステオカルシン

(Ulrich et al., 1987) , 1.9Ma のアウストラロピテ

クス化石中のコラーゲン (Lowenstein， 1980a,b; 

1981)，更新世の貝化石中の有機物 (Muyzer et 

al., 1988) ， 半化石のバクテリア (Muyzeret al., 

1986) , 11500 年前の熊の骨化石中の梅毒感染を

示す抗原 (Rothschild and Turnbull, 1987) , 

20000 年前の尿化石中のアルブミン (Lowen­

stein et al., 1991) などが挙げられる.先史時代の

道具に付着した血液から獲物となった動物を同定

する研究 (Loy， 1983) も免疫学を用いてなされ

た.また，系統学的問題の解決に応用された例と

して，タスマニアオオカミ，ステラー海牛，ク

アッガ，マストドン，マンモスなどの最近絶滅し

た動物の研究が有名である (Lowenstein et al., 

1981; Lowenstein, 1985;1986; Shoshani et al., 

1985). ピルトダウン人の下顎がオランウータン

のものであることも免疫学で確かめられた

(Lowenstein et al., 1982). 筆者も佐渡の沢根層

(およそ lMa) 産の現生種の知られない腕足動物

化石を調べ，種レベルの系統学的情報を得た

(Endo et al.， 準備中).現在のところ実際の系統
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学的問題に応用された例は第四紀の化石に限られ

る. しかし，恐竜の骨からオステオカルシンが検

出されたという話もあり (Muyzer，私信)，まだ

予断を許さない.また単クローン抗体 (mono­

clonal antibody )を用いた一つ一つの抗原決定

基の続成過程の追跡も重要な課題であろう.

化石タンパク質の研究は，タンパク質が続成過

程において様々な修飾を受けることや，硬組織中

のタンパク質として有名なものが，繰り返し配列

の多いもの(コラーゲン)や遺伝的背景が不明の

複雑なもの(コンキオリン)であることから，そ

の生物学的意義が疑われる向きもある(例えば

P蒿bo et al., 1989). しかし，例えば腕足動物の

殻結晶内(殻結晶間，マトリックスの有機物とは

別であり，より化石に残りやすいと期待される)

に知られるまだ名前もないタンパク質は，手頃な

大きさで一次構造も一部明らかになってきており

(Curry et al., 199 1)， 系統学的に有用である

(Collins et al., 1988; 1991; Endo and Curry, 
1990) のみならず， IRGD モティーフ J (細胞が

外部との情報連絡の受容体リガンドとして多く用

いているアミノ酸配列， D'Souza et al., 1991 参

照)を含むという興味深い性質も知られている

(Cusack and Curry, 1991). これと相同の化石

タンパク質の一次構造を直接決定することができ

れば，化石タンパク質研究の生物学的意義もおそ

らく決定的になるであろう.化石タンパク質のア

ミノ酸組成分析が多くの場合それほどのあいまい

さもなくできることを考えると，現在のタンパク

質自動シークエンサー (ABI 社など)によって化

石タンパク質の一次構造を直接決定することも不

可能ではないと思う.また最近の質量分析機を用

いたタンパク質シークエンシングにも大きな期待

がかけられる.

しかしそのためには，いかに純粋な化石ペプチ

ドを精製分離するかが最大の課題となる.現在の

ところ，タンパク質を特定の部位で切断する酵素

で化石タンパク質から特定断片を切り出し

(Armstrong et al., 1983) ， それを高性能液体ク

ロマトグラフィー (high performance Iiquid 

chromatography, HPLC) や SDSーポリアクリル

アミドゲル電気泳動 (SDS-polyacrylamide gel-
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electrophoresis, SDS-P AGE )あるいは抗体を

用いたアフィニティークロマトグラフィーなどで

分離する方法が最善であろう.雑多な混合物から

少量のタンパク質を分離する方法は，広い生物科

学の分野に要請がある.化石タンパク質の研究か

らそのような新技術が生まれることを希望してや

まない.

化石 DNA の研究

分子化石としての DNA は， DNA がその骨格

の中に続成過程において不安定で‘あるといわれる

糖類を含むことから，ごく最近までその存在が絶

望視されてきた.ところが，最近の分子生物学の

発展，特に PCR 法 (Polymerasechain reaction, 

Saiki et al., 1985; Mullis and Faloona, 1987; 

Saiki et al., 1988 )の開発によって，化石 DNA

の研究がにわかに現実味をおびてきた.

分子生物学や遺伝子工学の最近の発達は，

DNA を特定の部位で切断したり，つないだりす

る酵素など様々な酵素の発見とともにあると言っ

ても過言ではあるまい. PCR もそのような有用

な酵素の働きを応用した技術の一つである.

DNA 分子は通常二重らせん構造をとっている

が，例えば 950Cなどに温度を上げると一本鎖ず

つに変性(融解)し，徐々に温度を下げ融解温度

より少し低めに保っとまたもとの二本鎖にもどる

(DNA のアニーリング). もとの二本鎖にもどる

際に， DNA のある特定領域両端の塩基配列に相

補的な(そしてそれぞれの鎖で特定の方向に向か

い合う)オリゴヌクレオチド(プライマーと呼ば

れ人工的に合成される)のぺアが混在している

と，それらのプライマーは，もとの(鋳型の)

DNA のそれら特定部位とハイブリッドを形成す

る.その後適当な酵素(高度好熱菌から分離され，

高温でも失活しない TaqDNA ポリメラーゼ)に

よって，それぞれの一本鎖鋳型 DNA において 2

つのプライマーにはさまれた領域の DNA が合成

される.この熱変性→アニーリング→プライマー

の伸長というサイクルを繰り返すと，合成された

DNA が次のサイクルの鋳型として参加するた

め， 2 つのプライマーにはさまれた領域が連鎖的

に倍々に増えるのである.すなわち PCR は，少
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量の鋳型 DNA から数時間で特定領域だけを何

10 万倍にも増幅できるという画期的な技術であ

り，最近生物科学の広い分野に急速に普及した

(White et al., 1989). 

ところで，化石 DNA の存在は 1980 年代初め

頃から意識され始め， 1984 年 Higuchiet al. は，

通常のクローニングの方法で， 140 年前の絶滅し

たクアッガの標本からミトコンドリア DNA の塩

基配列の一部を読み，系統学的情報を得ることに

成功した. その後， 2400 年前のエジプトのミイ

ラからヒトの核 DNA の一部がクローニングされ

塩基配列が読まれたり (Pääbo， 1985) , 53000 年

前のマンモスや 8000 年前のヒトの脳組織から

DNA が抽出されたがC1ohnson et al., 1985; 
Doran et al., 1986) ， それほど多くの生物学的情

報は得られなかった.しかし， PCR の開発によっ

て，急速に化石 DNA の潜在的価値が明らかに

なってきた.これは， PCR が単に特定 DNA 断片

を増幅できるということだけではなく，多少鋳型

DNA に傷があっても(この傷が通常のクローニ

ングでは大きな障害となる)，いくつかの鋳型

DNA でその傷をおぎないあって特定領域を増幅

できる (ijumping PCRJ) という性質があるため

と言われている (Pääbo and Wilson, 1988; 

P蒿bo et al., 1989; 1990). 

さて，化石 DNA から PCR によって生物学的

情報を得た例としてフロリダの沼地から発掘され

た 7000 年前のヒトの脳組織の研究が有名であ

る. P蒿bo et al. (1 988) は，この 7000 年前の脳

から，あらかじめ人類学的に興味深い(すなわち

現在のヒト集団で変異の見られる)ミトコンドリ

ア DNA 領域を選んで， その領域を増幅し塩基配

列を読んだ.そして，それらの領域に見られた塩

基配列の特徴から，この個体が先史時代にアメリ

カに移住したとこれまで言われていた 2 つのグ

ループとは別の第 3 の原住民に属すると結論し

た (Hughes， 1988; Lawlor et al., 1991 も参照).

また，それまでは軟体部の半化石からしか

DNA が知られていなかったが，宝来らは，約

6000 年前の硬組織(日本の浦和から発掘された

ヒトの骨)から初めてミトコンドリア DNA を増

幅し塩基配列を読むことに成功した (Horaiet al., 
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1989; 1991). その変異を持つ部位を含む領域を

現在の日本人，日本人以外のモンゴロイド，ネグ

ロイド，コーカソイドのものと比較した結果，こ

の縄文初期の日本人の祖先の一人が現在の東南ア

ジアに住む人々と起源が近いことが示された.ま

た当然ながら化石 DNA は現在の DNA よりも増

幅するのが難しい.そのため宝来らは 2 段階の

PCR を開発している.そしてその際，鋳型の化石

DNA を含まないだけであとは同じ操作を加える

ネガティプコントロールを同時に調べる重要さを

強調した.化石 DNA の増幅において現生 DNA

による汚染(特にヒト化石における現生ヒト

DNA) は大きな問題となる (Pääbo et al., 1989; 

Pääbo, 1990). 読み取られた配列が調べている分

類群との相同性において意味をなすかどうか，ま

た化石 DNA では一般に長い断片の増幅は難しい

とされ，長い断片が増幅されるか否かも，化石

DNA の正当性を調べる基準になると言われる

(P蒿bo et al., 1988; 1989). 

その他 90 年前の絶滅した有袋類オオカミ

(Thomas et al., 1989) ， 約 1000 年前のトウモロ

コシの穂 (Rolloet al., 1988) ， 約 5500 年前のも

のを含むヒトの骨 (Hagelbergand Sykes, 1989; 

H舅ni et al., 1990; Hagelberg et al., 1991; 

Hummel and Herrmann, 1991)などからも増幅

された DNA の報告が続いた (Higuchi et al., 

1988; Kocher et al., 1989; Thomas et al., 1990 も

参照).また，ゴンドワナ大陸起源として興味深い

飛べない鳥モア(すべて絶滅種)の DNA (3600 

年前)も調べられ，ニュージーランドに生息して

いたモアが，同じ島に今も住むキーウィやオース

トラリアのエミュ・ヒクイドリなどに対しアフリ

カのダチョウよりも系統的に遠いという，にわか

には信じ難い結果も得られている(また免疫学的

にも同様の結果が知られる).

Pääbo らは，このような博物館標本や考古学的

発掘物から DNA を抽出し，絶滅した生物の系統

関係，個体群の進化，分子進化などを直接過去の

DNA から研究する分野を分子考古学 (Molecu­

lar Archaeology )と呼んだ (Pääbo et al., 

1989). Pääbo らのリストによると，確実な最古

の化石 DNA は 4 万年前のマンモスからのもので
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ある.化石 DNA は，断片化， DNA を構成するピ

リミジンや糖類の酸化，塩基の欠失，分子聞の重

合などの続成を受けることが知られ (Pääbo，

1989) , その保存は数万年オーダーが限界とも思

われた.

ところが最近，従来の常識をはるかに上回る衝

撃的な研究が発表された. Golenberg et al. 

(1 990) は， アイダホの中新統クラーキア化石層

(1 7-20Ma) の植物化石(モクレンの葉)からク

ロロプラスト DNA の 820 塩基対におよぶ領域

を増幅し，塩基配列を読んだと報告したのである

(Golenberg, 1991 も参照).そして，その配列が

調べられた現生のどの種のものとも一致しないこ

と，現生種の配列と比較して系統図を作ると現生

で最も近縁と思われるクツレープとクラスターを形

成することから，それがコンタミネーションでは

なく，中新世の化石に由来するものであると結論

づけた. また， このような古い時代の長い DNA

断片が増幅された理由として，クロロプラスト

DNA が植物細胞に大量に存在すること，そして

この葉の化石が例外的に良好な保存状態だったこ

とを挙げている.静かな湖底の酸素の少ない環境

に堆積したとされるこの化石は，露頭で取り出さ

れた時にはまだ緑色をしており，空気に触れてか

ら見ている聞に黒色化したという.そのため

Golenberg らは露頭で DNA の抽出を行なった.

この報告は， イギリス BBC の科学番組でもと

りあげられ，化石 DNA に対する多くの人々の高

い関心をうかがわせる (Benton， 1985; Sykes, 

1991 も参照).一方専門家の中には半信半疑とい

う反応も見られる. DNA の溶液中での崩壊は古

くから研究され(Lindahl and Nyberg, 1972; 

Lindahl and Anderson, 1972)，これをもとにモ

デルをたてて計算すると 10 12 個の 800 塩基対の

DNA は，数千年から数万年の聞にすべて壊され

るという結果が得られた (Pääbo and WiIson, 

1991). Pääbo らは同じ場所から得られた化石を

使って追試もしたがバクテリア起源の DNA 以外

増幅されなかった (Sidow et al., 1991). 

しかし，その後クラーキア化石層のイトスギ，

ユリノキ， オークなどの化石からも DNA が増幅

され， 3 つの別々の実験室で同じ結果が確かめら
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れたという口頭発表もされている (Sykes，

1991). もしその正当性が認められるとすると，

中新世の化石 DNA の意義は大きく 2 つ指摘され

る. 1 つは DNA を用いた系統学が古く絶滅した

生物にも応用できるという可能性を示すこと，も

う l つは地質学的時間における分子進化を化石

から直接調べることができるという可能性を示す

ことである.特にこの後者が多くの研究者の関心

をひきつけている理由に他ならない.先ごろロン

ドンで行なわれた Royal Society の“Biomole­

cular Palaeontology. と題する会合において，有

名な遺伝学者 G. Dover は， これでようやく分子

進化の研究もパターンだけでなくプロセスの研究

が直接できる可能性がでてきた，という意味のこ

とを述べた.

分子生物学における技術の進歩はめざましい

(例えば NASBA， Compton, 1991 なども注目さ

れる).しかしそれ以上に今，化石 DNA の研究で

重要なのは，いかに保存のいい化石を発見するか

であろう. これまで， 化石あるいは半化石 DNA

の抽出が成功してきたのは，低酸素状態の湿地

帯，永久凍土，塩漬け，アルコール標本，乾燥標

本，硬組織中などの特殊な環境に保存されたもの

であり，今後も「異常な」保存状態の化石の渉猟

が続くであろう.コハク中の化石なども早くから

注目されてきた.現在では化石 DNA の研究も確

実に古生物学の領域に入っており，既に古生物学

者がその研究に着手し始めている状況にある.

分子系統学と化石記録

現在の生物に含まれる DNA やタンパク質など

の分子を「進化」という観点から見る研究には，

大きく分けて 2 種類ある. 1 つは生物の系統関係

を仮定して分子そのものの時間的変遺を研究する

分野(分子進化学)で，もう 1 つは分子を比較し

て生物の系統関係を研究する分野(分子系統学)

である.両者は密接に関係していることは事実で

あるが，本質的に論理レベルの異なる問題であ

り，論理レベル聞の因巣関係(あるいは遺伝情報

の発現機構)が明らかになるまでは，両者をはっ

きり区別することが誤解のない議論をする上で重

要だと思う.つまり分子系統学は，形質として分
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子レベルの変異を用いるが，有機体レベルの系統

関係を研究するのが目的であり，従来の系統学に

置き換わるものではない.また「進化」という言

葉も，それが遺伝子頻度の時代的変遷を言うの

か，塩基配列の時代的変遷を言うのか，成体の形

態の時代的変遷を言うのかなどを常に意識するこ

とが同様の意味で大切だと思う.

分子系統学は，歴史的には 1904 年の Nuttall

による免疫学的研究に始まり，生物科学発達の副

産物として 1960 年代に発展したが，分岐分類学

にも並ぷ影響を及ぼし始めたのは 1980 年代に

入ってからと言えるであろう.当初見られた分子

の研究者と形態の研究者の聞の相克も，それぞれ

の方法にはそれぞれの利点と限界があり両者の協

力が必要であるという認識で収束しつつある

(Patterson, 1987; Hillis, 1987; Sytsma, 1990). 

またワシントン D.C.，ロンドン，シカゴ，ストッ

クホルム， ミュンへン，マドリッドなどの蒼然た

る歴史ある自然史博物館にも続々と分子系統学の

実験室が設立されたこと (Gibbons， 1991)もこ

のことを裏付ける.

分子系統学の方法には，アイソザイムの電気泳

動，免疫学的方法， DNA-DNA 分子雑種法，

DNA の制限酵素による切断片の分析，タンパク

質のアミノ酸配列の比較， DNA/RNA の塩基配

列の比較など様々な方法があり，目的に応じて使

いわけられる (Hillisand Moritz, 1990). また物

質の代謝経路や生合成経路の比較も系統関係の推

定に用いることができる (Florkin， 1966; Berry 

and ]ensen, 1988). 現在では，多くの情報が得ら

れる DNA/RNA の塩基配列の決定に趨勢がある

と思うが，その他の方法にもそれなりの利点があ

り，重要であることに変わりはない.また，先に

紹介した PCR は， この分野も大きく変えようと

している.例えば，アルコール漬けの有孔虫，オ

ストラコーダなどの l 個体からも塩基配列を決

めるのに十分な DNA を得ることが原理的に可能

となったのである.

具体的な例を紹介する前に，分子系統学の基本

となる分子進化の遺伝学的内容について簡単にふ

れたいと思うが，優れた教科書があるので詳しく

はそちらを参照されたい(木村編， 1984; 今堀ほ
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か編， 1986; Nei, 1987). 遺伝子情報の恒久的変

化は，突然変異と固定という 2 つのプロセスを伴

う.突然変異は確率論的なフ。ロセスであると考え

られており，固定はその多くはランダムな浮動に

よる(中立説， Kimura, 1968; 木村， 1986) であ

ろうが，選択によってもなされ得る.選択は表現

型においてなされるが， DNA そのものの性質に

よっても引き起こされるかもしれない(モレキュ

ラードライヴ， Dover, 1982). ゲノム(遺伝子全

体)の情報の変化の機構には， DNA 複製時の間違

い，不等交差・遺伝子変換などの相同 DNA の組

換え， トランスポゾンなどの非相同 DNA の組換

えなどがあげられる.また，多くの遺伝子におい

ては相同な遺伝子が染色体上でいくつも反復して

存在することが知られ多重遺伝子族と呼ばれる.

ところで，真核生物においては，全 DNA 中の l

割以下が形質発現に関与していると言われる.残

りはスペーサーとイントロンであり，そのごく一

部にゲノムの形質発現を調節する調節遺伝子が含

まれるが，その他は意味不明の配列である(この

中に表現型には寄与しないが，自己の存続だけは

確保する「利己的な遺伝子j， selfish gene; Dooｭ

little and Sapienza, 1980; Orgel and Crick, 

1980，と呼ばれるものもある).

以上見たように核 DNA の遺伝子情報の変化に

は，様々なメカニズムがからんでおり，様々なこ

とが起こっている. したがって，その構成を知る

ことがある遺伝子を系統学に応用する際重要とな

-る. また， 1 つの分子の情報だけに頼るのは危険

である.ところで， ミトコンドリアとクロロプラ

スト内には核 DNA とは別のゲノムが存在するこ

とが知られる.そして，動物のミトコンドリア

DNA とクロロプラスト DNA は今述べた組換え

などの複雑な問題の多くから開放されており，ま

たゲノムのサイズも手頃で，分離も比較的容易で

あることから，分子系統学の研究にしばしば利用

されている.

異生物聞のゲノムの変異を比較することによっ

て，それらの生物の系統関係を推定することがす

なわち分子系統学であるが，その比較の方法が，

現在一次的な変異のデータを得ること以上の問題

になっている (Felsenstein， 1988; Benton, 
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1990). 比較の方法には大きく分けて 2 つあり， 1 

つはゲノム聞の変異における共通(派生)形質を

比較する方法であり，もう l つはゲノム聞の変異

のデータから量的な類似度を計算して比較する方

法である.後者は多くの場合，後でふれる「分子

時計」を前提にしており，そのことを含めて系統

図を得る方法論に関しては多くの議論がなされ，

多くのバリエーションが提唱されてきたが，まだ

完全に定着した決定版はないと言っていいと思

つ.

さて，データの分析法に議論の余地を残すもの

の，分子レベルのアプローチによって，様々な分

類群のあらゆるレベルでルネッサンスが起きてい

る.筆者の所属するグループでも腕足動物門を研

究して興味深い結果が得られているが (Collins

etal., 1988; 1991; Endo and Curry, 1990)，ここ

ではもう少し広い関心を集めている分類群につい

て紹介したい.

分子系統学の利点の一つにその形質の分布の広

さが挙げられる.文字どおりバクテリアから人閉

までを含む全生物聞の系統図(，生命の樹j) の作

製が可能となったのである.このレベルでの比較

には，タンパク質合成という重要な機能に関係し

ていることから，どの生物にも含まれ，構造的な

変化が少なく，相向性が明らか(これは多くの分

子において意外にも自明ではない)なリボソーム

RNA が広く用いられてきた(堀と大沢， 1984; 

Olsen et al., 1986). これらの研究で得られた最

も重要な知見は，バクテリアに，メタン産生菌，

高度好塩菌，高度(好酸)好熱菌などの特殊な環

境に住む古細菌とそれ以外の真正バクテリアとの

少なくとも 2 つの大きな系統クeループがあると

いうことであろう. Woese らは，この古細菌，真

正バクテリア，そして真核生物が全生物を構成す

る 3 大グループで，それぞれが共通の原始生物

(遺伝情報の発現・複製機構が原始的な Iproge­

note j) から由来し，同じ長さの歴史を持つこと

(W oese, 1987 のレビュー参照)，そして全生物は

それら 3 つの「ドメイン」に分類されること

(Woese et al., 1990) を提唱した.

しかし，今ではだいぶ広まった(例えば

Danson, 1991; Doolittle, 1991) Woese らの考え
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も，多くの議論と批判の対象になっている.堀と

大沢は早くから「古細菌」は真正バクテリアより

真核生物に系統的に近く「後生細菌」と呼ばれる

べきものであると指摘している (Hori and 

Osawa, 1979; 掘と大沢， 1984; Hori and Osawa 

1987). Cavalier-Smith もこれと同様の系統関係

を最近報告した (Cavalier-Smith， 1990; 1991). 

Lake は独自の塩基配列の比較法 (Lake， 1987) 

によって， 古細菌のうち高度好温菌 (Lake はこ

れを eocytes と呼んだ)は真核生物に近く，その

他の古細菌は真正バクテリアに近いと発表した

(Lake, 1988; 1991).これらの研究によって，古

細菌の一部あるいは全部は真核生物により近い

(もしくは真核生物は古細菌により近い)ことは

ほぼ確実になったと思われる. Woese 自身も古

細菌が真核生物に近いとする系統図を発表してい

るが (Woese et al., 1990) , 3 大グループの放散

が地球史初期に急速に起こったとも述べており，

本質的にトリコトミーの系統関係を継続して主張

していると言える.また，生物の 5 界説で有名な

Margulis らは Woese の研究の大筋を認めなが

らも，その分子だけに基づいた分類に対して強い

批判をしている (Margulis and Guerrero, 

1991). 

生命の樹の研究が興味を引くのは，それが生命

の(少なくとも現在の地球上の全生物の)起源と

関係してくることが一つの理由で、ある.硫化鉄は

工業的プロセスから有機合成のいい触媒になるこ

とが知られている.また，海底の温泉にバクテリ

ア起源の硫化鉄が知られること (Boyce et al., 

1983; Russel et al., 1989) ， 起源の最も古いタン

パク質のーっといわれるフェレドキシン (Hall et 

al., 1971) が鉄と硫黄の活性中心を持つことなど
から，硫黄を代謝し高温の環境を好む古細菌の l

グループが原始生物に近いとする Woese

(1987) , Lake (1988) らの主張は注目される

(Towe, 1988; Russell, 1991).とは言え， RNA/ 

DNA の研究から全生物の類縁関係のパターンを

示した系統図や，祖先一子孫関係という時間軸の

入った系統樹を得ることはそれほどやさしいこと

ではない (1系統図」と「系統樹」の違いについて

は，三中， 1985 参照).個体発生が RNA/DNA
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の塩基配列にはないことや，このレベルでは外群

(out group) も存在しないこと， DNA の境基置

換率が系統によって必ずしも一定でないことなど

が，系統|ヌl上の共通祖先の位置の決定を困難にし

ている.また系統樹の作成には，系統凶を基にし

て，分子レベル・細胞レベルなどの様々な形質の

分布からそれぞれの分岐点に位置する共通祖先を

総合的に判断する必要がある.現在，共通担先の

位置を含めた系統図はいくつかの方法で得られて

いるが(例えば Lake， 1988; W oese et al., 1990) , 

それらのトポロジーは一致していない.系統図を

作る方法論の確立が望まれると同時に，先カンプ

リア代の微化石および分子化石の研究の発展にも

期待がもたれる.

次に，多細胞動物(後生動物)の系統関係につ

いて見てみたい.この研究においてもリボソーム

RNA が利用されている. 5S RNA による先駆的

な研究 (Ohama et al., 1984; 堀と大沢， 1984; 

Hori and Osawa, 1987) に始まり， 18S RNA 

(Field et al., 1988; Ghiselin, 1988; 1989; Raff, 

1988; Raff et al., 1989; Patterson, 1989; Sogin et 

al., 1989; Lake, 1989; 1990) , 28S RNA (Chrisｭ

ten et al., 1991) などによる研究が次々と報告さ

れてきた.後生動物が単系統かどうかが議論の一

つの中心になっており (Walker， 1989; Bode and 

Steele, 1989; Patterson, 1989; 1990; Lake, 1991; 

Barnes, 1991), これにはまだ結論を見ていない

が，古生物学的に興味深い知見はすでにいくつか

得られている.

まず多くの後生動物がきわめて近いクラスター

を形成すること，すなわちカンブリア紀初期の

「爆発的」放散 (Valentine and Erwin, 1987; 

McMenamin, 1988) が化石記録が不完全である

ための見かけのものではなく，実際に起きたこと

であることを裏付ける結果が得られたことが挙げ

られる (Erwin, 1991). 後生動物が近いクラス

ターをなすことがその先の分析を困難にしている

が，左右相称動物，体腔動物が単系統であること，

そのうちで脊索動物と練皮動物(後口動物)がそ

れぞれ単系統で後口動物もおそらく単系統である

こと，その他の体腔動物(すなわち原口動物)も

1 つの単系統グループを形成すること〔体腔動物
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であるか若干異論のあった軟体動物 (Willmer，

1990 参照)も， このグループに含まれることが

確かめられた〕など従来の発生学的研究を裏付け

る結果も示唆される(なお，脊索動物・耕皮動

物・節足動物・その他の体腔動物の 4 グループ

がポリコトミーをなすという見解もある; Ghise・

lin, 1988). また，発生学的に起源の不明だった

触手動物も(少なくとも腕足動物は)，原口動物に

含まれることがほぼ確実となった.原口動物の中

では，節足動物が最初に枝分れし(ほとんどの研

究が単系統を支持する一方，側系統の可能性も示

唆されている; Lake, 1990)，次に軟体動物

(Ghiselin, 1988 参照)，そして環形動物，星口動

物，腕足動物などが続くがこれらの聞の関係はま

だ確かではない.この節足動物が先に枝分かれし

たという結果は従来の考えをくつがえし，体節や

体腔などの生物の基本的な体制の進化を考える上

で非常に興味深い (Valen tine, 1986; 1989; 1990; 

Ghiselin, 1988 参照).動物のパターン形成に関

与しているといわれる遺伝子群(ホメオボック

ス)の系統的な分布の研究も始まっており

(McGinnis et al., 1984; McGinnis, 1985; Holｭ

land and Hogan, 1986)，分子生物学的にも系統

学は重要になってきている.例えば Valentine

(1 990) は，それらの遺伝子の一つ rengrailed J 

が，節足動物では体節形成に役割を果たしている

一方，環形動物や脊索動物では別の役割(神経形

成)に使われていることから， r engrailed J が最
初は神経形成に使われ，その後節足動物の体節形

成にも使われるようになったと解釈する研究

(Patel et al., 1989a, b) を紹介している.系統関

係の研究は，そのような解釈をする際重要になっ

てくるのである.また，後生動物の分子系統学的

研究は，先カンプリア代ーカンプリア紀における

化石記録の解釈や後生動物の形態による分類

(Seilacher, 1989; Bergström, 1986; 1989; Ax, 

1989; Erwin, 1991)とも関係しており，今後の研

究の深まりが期待される.

ところで先に分子と有機体は論理レベルが違う

と述べた. この論理レベルを埋める仕事が，現在

の進化生物学の最大の課題のーっと言えよう.最

近個体発生やパターン形成の分子レベル，細胞レ
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ベルの研究が続々と報告されている. これらの研

究はもちろん形態進化の研究と探く関係してく

る.例えば，個体発生は系統発生を繰り返すとい

うへッケルの考えは今では完全に否定されている

が，両者の聞に実際に関係があることは知られ，

系統発生は，個体発生における形質発現の相対的

タイミングの体系的変化(ヘテロクロニー)であ

るとして説明される (Gould， 1977; Raff and 

Raff， 1987). ヘテロクロニーは，生物の形，大き

さ，性成熟までの時間の 3 者の相対的な関係か

ら，形態レベルの研究がされてきたが，最近，発

生のタイミングをコントロールする一連の遺伝子

が発見され，それらの遺伝子における 1 つの突然

変異で幼形進化 (paedomorphosis) や反復 (re­

capitulation) が起こることが示され注目されて

いる (Ambros and Horvitz, 1984; Kenyon, 

1985; Ambros and Fixsen, 1987; Nei, 1987). ま

た，個体発生のプログラムは，時間的な変化に加

えて，空間的遺伝情報発現の変化によっても変更

される.この意味から，先にふれた体節の区別を

コントロールする遺伝子群として発見されたホメ

オボックス (Gehringand Hiromi, 1986) なども

注目される.

分子時計

分子系統学の一つの利点として，アミノ酸や塩

基の置換率が年あたり一定(分子時計)のため，

化石の知られない分類群においても分岐年代の推

定が可能であるとしばしば主張される. しかし実

際には化石の知られる分類群に適用され，古生物

学者との間で，また中立説対選択説という図式の

中で， 20 年以上議論されてきたことは周知の通

りである.古生物学では，化石の研究対象として

古くから重要な位置を占めてきたほ乳類(殊に霊

長類)の分野において特に大きな摩擦を生じた

(岩波「科学J 1986 年 4 月号参照).最近でも，ミ

トコンドリア DNA の研究によって現生人類の共

通祖先として有名になった「イヴJ (Cann et al., 

1987) が，化石記録との不整合から古人類学者の

強い批判を受けている (Wolpoff and Thorne, 

1991). 1987 年のíJournal of Molecular Evoｭ

lutionJ 誌の 26 巻 1-2 号では， Zuckerkandl と
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Pauling による分子時計の提唱 25 周年を記念し

て分子時計の特集を行なっている.多くの擁護論

と同時に，いくつかの慎重論，反対論もあり議論

はまだ続くと思われる.

ところで，古生物学者の反応は必ずしも全面否

定ばかりだったとはいえない(例えば Gould，

1985; Runnegar, 1986). 個人的には，分子時計

も，化石から推定される分岐時間と多くの

DNA ・タンパク質で平均した塩基やアミノ酸の

置換数に「相関関係」があるという意味で用いる

ならば問題ないと考える.塩基の置換は多かれ少

なかれ時間とともに蓄積し，それぞれの生物間で

配列は放散する(もちろん分子にも収れんはある

が)のは明らかと思われるからである.またデー

タがデジタルのため定量化がしやすい. しかし，

そこからさらに踏み込んでアプリオリな，あるい

は因果関係を仮定した「直線関係」を想定すると

ころに問題があるのではないか.直線関係は，実

際のデータに誤差はっきものであり，反証は可能

であろうが証明は難しい. ここに古生物学者によ

る批判の一つのポイントがある.例えばキャリプ

レーションに化石を使っていながら化石記録がお

かしいというのはおかしいという議論や実際に直

線関係ではないという議論 (Gingerich， 1986) な

ど.また，絶対時間と塩基置換数の因果関係につ

いては，他の因果関係の議論がそうであるよう

に，状況証拠と思弁的論理によって議論がなされ

てきた(フィードパックを含む因果関係では，通

常の論理は適用しないが，ここでは深入りしな

い).分子時計の特に最近高まってきた反対論の

多くもいくつかの状況証拠にその論拠を持つ

(Clegg, 1990; Lewin, 1990; Melnick, 1990). 例

えば，生物によって個体群の大きさや世代の長さ

が違うことから絶対時間との関係は疑われるとい

う議論や，ゲノム内でも遺伝子によって置換率が

違う，遺伝子の組換えなどによって DNA のシー

クエンスは染色体の中を(時には異生物聞を)移

動し，新しい染色体内の位置的文脈では，移動し

なかった他の生物の相同シークエンスとは違った

置換率を持っかもしれない (DNA 塩基配列の文

脈における意味はほとんど知られていないが)な

と一般に因果関係のいさかいは，水かけ論にな
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りやすい.ここでは，相関関係の程度を実際に調

べることが重要のように恩われる.

塩基の置換した数と絶対時間にどれだけの相関

関係があるのか(あるいはないのか)は，いくつ

かの層準から得られた相同化石 DNA を用いて調

べるのが最も直接的な方法といえるが，最も手っ

取り早いのは，化石から分岐時間の知られる現生

の生物で比較することであろう. もちろん，その

努力は長い間されてきた訳であるが，意外なこと

に陸上の化石よりず.っと化石記録のいい海棲無脊

椎動物については，ほとんどこの観点からの研究

がなされなかった.中生代以降栄え現生化石とも

よく研究されている軟体動物や生層序に用いられ

る浮遊性有孔虫などが有用かもしれない.

また，おそらくこの「分子時計」という文脈に

おいて，進化の研究は，“前近代的な"地層や化石

による研究から分子による研究に近代化されたと

いう主張がしばしばなされる. しかし，古生物学

は，最近の進歩によって進化機構論の第一線にカ

ムバックした (Maynard Smith, 1984) と言われ

ており，この主張は筋違いと言えるだろう.

地球環境と生体分子

生物と環境には密接な相互関係があり，その歴

史が生物の進化，地球表層の進化であるとも言え

る.分子レベルの生物研究や物理化学的な地球研

究では，ともすればこの観点が無視されがちであ

る.可視光，紫外線，重力，気候，大気・海洋・

土壌の組成，地形，大陸分布，海流，生態系にお

ける生物聞の関係などの環境要因は生物進化に大

きな影響を与えてきたと考えられる.逆に，岩石

鉱物の風化・浸食，土壌の形成，石油・石炭・石

灰岩などの堆積，地層中のコンクリーションの形

成などの続成，様々な金属イオンの濃集，炭素・

窒素・硫黄・その他の元素及び金属イオンの地球

化学的循環，海洋中の炭酸カルシウム量の調節や

光合成による大気中酸素の発生をはじめとする大

気・海洋の組成変化・調節などにおける微生物を

中心とした生物の重要な働きに，生物が地球環境

に与えてきたインパクトの一面がうかがえる(例

えば Cloud ， 1973; 1974; Lovelock and Marguｭ

lis, 1974; Walker, 1980; Krumbein, 1983; West-
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broek, 1983; Degens, 1989; Wilkinson and 

Walker, 1989). 

地球表層と生物の初期進化を考える際，特に大

気組成の変選は重要である.地球表層が初期の嫌

気的環境から，先カンプリア代の聞に主に光合成

生物の活動で好気的環境に移行したことは，古生

物学，地質学，鉱物学，同位体地球化学，比較惑

星学などのデータから，現在広く受け入れられて

いる (Schopf， 1983). ところで大気に酸素がな

いということは，紫外線から生物を守るオゾンが

ないことを意味する(オゾンと DNA は同様の紫

外線吸収パターンを持つ). Howe (1 988) は，こ

のことと，当時の紫外線量は現在の 2 倍はあった

という見積り，そして生物にとって有害な活性酸

素の消去系において重要な SOD (スーパーオキ

シドジスムターゼ，浅田， 1986 参照)の系統的分

布などから，生命の起源の際には，大気中にある

程度の酸素が存在していたと考えている.しか

し安定した好気的環境は，おそらく 25 億から

17 億年前の聞に確立し始めたと言えるであろう

(Schopf, 1983; 1988). 

先カンブリア時代における大気中の酸素の増加

という環境の変化は，現在の生物に見られる物質

代謝経路や生体分子の生合成経路，そしてそれら

の系統的分布に反映していると指摘されている

(Schopf, 1988). 例えば，嫌気的細菌は，解糖系

(発酵)によって l 分子のブドウ糖から生物のエ

ネルギー源である ATP を 2 分子， 無酸素的に合

成する.一方真核生物などの好気的代謝経路で

は，解糖系に続いてクエン酸回路と呼ばれる酸素

を利用する反応(酸化的リン酸化反応)によって，

I 分子のブドウ糖から収支合わせて 36 分子の

ATP を合成する.解糖系とクエン酸回路の系統

的分布から，これらの酵素系の進化による由来を

見ることは容易である.すなわち，解糖系は生物

進化初期において原核生物に確立され，真核生物

や好気的原核生物のクエン酸回路は，大気中の酸

素が増えてから解糖系に付加したと解釈される.

また，ステロールや直鎖状脂肪酸など生体膜の重

要な構成分子の生合成経路においても同様の事実

が知られる.すなわちそれらの生合成経路の最初

の数段階ではすべての生物において無酸素的な共
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通の反応が行なわれ，好気的生物においては，そ

の後の酸素を必要とする様々な経路が付加され，

より複雑な分子が合成される (Schopf， 1988). 

このことは，これらの合成経路が地質時間ととも

に，従来の経路をもとにして，また大気中に増加

した酸素を利用しながら， しだいに成長発展して

きたことを示す.

また，大気酸素濃度の変還に関連する酵素

SOD の進化も興味深い. SOD には，活性中心や

アミノ酸配列から Fe-SOD， Mn-SOD, CujZnｭ

SOD などが区別され，これらの現在の生物にお

ける分布から Fe-SOD が嫌気的細菌において最

初に確立し，その後の大気酸素の増加に伴って

Fe-SOD から Mn-SOD が由来し， さらに酸素濃

度が高まってから CujZn-SOD が出現したと言

われている(浅田， 1986). 現在の生物に見られ

るその他多数の生体分子も，以上のように系統的

分布やその合成経路・代謝経路を系統間で比較す

ることによって，生物と地球環境の進化に関する

多くの情報を提供するに違いない.

ところで，長い間の生物と地球の相互作用で維

持されてきた生態系も，天然資源の利用開始以

来，人類によって影響を受け始め，特に産業革命

以来加速した影響によって地質時間にしてみれば

ほとんど一瞬にしてそのバランスが大きく崩され

る可能性がでてきた.中でも二酸化炭素その他の

グリーンハウスガスによる温暖化は大きな政治社

会問題となっている.現在の地球環境に関する自

然科学者の関心もこの 10 年で急速に高まった

(Degens, 1989 参照). Degens (1 989) は，人類

の影響下における将来の気候動向の予測のために

は，気候とグローパルな炭素循環の様々な時間尺

度における変動の程度を知ること，またその変動

を引き起こすメカニズムの理解(二酸化炭素量と

気候変動に強い相闘があることは南極の氷にト

ラップされた化石空気の研究などから知られる

が，二酸化炭素量の変動が気候変動を起こすの

か，あるいはその逆なのかその因果関係はまだ明

らかではない)，そして過去と現在の情報を総合

して定量的なモデルを立てること，が基本的に重

要であると述べている.

過去の気候変動に関しては様々な化石中に含ま
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れる同位元素の比率が重要な情報を提供してきた

が，炭化水素の分子化石も同様の目的で利用する

ことができる.例えば，海洋表層に大量に存在す

るココリスに含まれるある分子は，成長する水温

によってその不飽和度が変化することが飼育実験

で知られている.深海底のコアから抽出されたそ

の分子化石の不飽和度を分析することによって，

Brassel et al. (1 986) は，過去 50 万年の海水温の

変化を追跡した.この方法は，炭酸カルシウム補

償深度以深のサンプルで徴化石の酸素同位体が使

えない時など特に有効であろう.

また，海洋中の炭素循環においては，炭酸塩を

沈着する生物が重要な役割を果たしている.海洋

にもたらされた炭酸カルシウムの 30%は浅海で，

70%は外洋で，主に生物による石灰化によって・沈

澱する (Westbroekand Brummer, 199 1).外洋

においては，ココリスが最も大きな貢献をし，有

孔虫，軟体動物がこれに続く.海洋プレートの上

に堆積したこれら大量の炭酸カルシウムの殻(の

固まった岩石)が，プレートの沈み込みによって

変成を受ける際に二酸化炭素を発生し，最終的に

(火山活動によって)大気中にもたらされるとい

うことから， Volk (1 989) は，中生代以降のココ

リスや有孔虫の繁栄がなかったら，現在の地球は

ずっと寒かっただろうと述べている. しかし，炭

酸カルシウムの生産量と気候変動の関係はまだ未

知の部分が多く，また，ココリスにおいては光合

成による二酸化炭素の固定という要素もからんで

いる.飼育による生化学・生理学的実験，化石・

分子化石の分析，現在と過去のフィールド調査な

ど今後の研究の発展に待っところが大きい.環境

問題には早急な社会的対応が必要である. しかし

そのためには基礎的学問の発達とそこから得られ

る知識が必要であることは強調するまでもない.

おわりに

グラスゴ一大学の地質学教室は，タンパク質自

動シークエンサー， アミノ酸自動分析機， HPLC 

(これらはクリーンルームの中にある)，電気泳動

装置，遠心分離機などを含むタンパク質， DNA 

実験設備，細胞培養設備を含む免疫学実験設備，

コールドルーム，大型コンピュータ端末などを
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持った分子古生物学の実験室がある世界でもユ

ニークな存在である.この実験室は 3 年前に整備

され歴史は浅いが，現在技官 2 人生化学者 l 人を

含む総勢 8 入で，現生及び化石腕足動物の殻結晶

内タンパク質，アミノ酸，脂質(ニューカッスル

大学の GC-MS を使用)そして現生腕足動物，星

口動物などの呼吸色素(へモエリトリン)，ミトコ

ンドリア DNA などを研究している. また来年か

らは，環境科学の側面から軟体動物殻中の同位体

の研究をする学生がケンブリッジ大学から l 人

来ることになっている.

分子古生物学は十分将来性をもった地道な努力

に値する分野である. しかし，この分野はまだ始

まったばかりで問題は山積みされており，それら

の解決には多くの人材と資金を必要とする.日本

の古生物学者を始めとする地球科学・生物科学者

の関心と，研究費の投入に関しては関係諸機関の

理解を望みたい.
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|ノート| 欧羅巴地学巡礼記*

小林貞一件

最近では欧米の大学へ留学する人や在外研究に

出掛ける人々が少なくない. しかし昭和初期には

極めて少数であった.私は学生時代から院生時代

に掛けて西日本から満鮮を往来して，古期古生代

の生層位学や日本の中生代の地史に多大の興味を

持ち，特に前者に対しては Ordovician fossils 

from Corea (Korea) and south Manchuria. 

hρan. ]our. Geol. Geogr. , 5, 173-212, 1928 を著

していたのであるが， これまで圏内で研究されて

いないこの方面では相談相手はなく，参考文献も

欠乏していた.夫故私は欧米で夫れぞれ l 年位勉

強して圏内でのこの分野の門を聞いてみようと熱

望し，海外に出掛ける事になった.その門出に

当って「層序論から見た西南日本中生代の地殻変

動」地質学雑誌 38， 565・583， 1931 を発表した.

そして結局 3 年 4 ヶ月の在外研究をしたのであ

るが，その大部分を米国の国立自然史博物館で寒

武奥陶両紀の化石研究に費し，その後に渡欧し

た.その当初の目的は，

(1)欧州、|の諸大学や博物館所蔵の寒奥両紀化石

の研究

(2) 三葉虫の自然分類や原始頭足類の発生に関

係する標本の研究

(3) Naumann と Neumayr の記載した四国産

化石の再研究

(4) 日本産三畳・株羅両紀化石研究の準備

(5) アルプス其他の地質見学

などであったが，それと同時に先輩や同学の諸土

と親交し，其の余暇に博物館や名所などを見て廻

ることにしたが，短期間によくもあれだけ飛脚の

*My geological pilgrimage in Europe, 1934 
**Teiichi Kobayashi 東京都渋谷区代々木 5-50-18

1991 年 8 月 12 日受理

旅が続けられたものと追想し，外地でお世話に

なった方々に満腔の感謝の意を表し，併せてこの

記録が地学読者の参考になれば幸であると，思って

いる.

さてこの様な巡礼を実現するに当っては予め自

著の論文の抜刷を広く海外の学者に寄贈しておく

事である.北米での仕事の終末に至ったので欧州

旅行に不必要なものは全部日本へ送り返して身軽

になると同時に 4 月 9 日から多数の手紙を書き

始めて月末までに返事が来て歴訪予定のあらまし

が出来てきた.返送資料の 20 箱は Smithsonian

Exchange Office で引き受けて頂ける事になり大

変有り難かった.去るに当たって，紐育(ニュー

ヨーク)から取り寄せた大和桜の苗木をお世話に

なった方々に贈ったのであるが，毎年開花頃に私

夫妻の訪米を思い出して大変喜ばれた. 5 月 26

日華府(ワシントン)出発，紐育から大船

Bremen 号で大西洋を渡って倫敦(ロンドン)に

着いたのは 6 月 1 日であった.

倫敦では C. J. Stubblefield が地質調査所付属

博物館の引越作業中であったが，希望の化石を出

して見せてくれた. またE. S. Cobbold へ連絡の

手紙を出してくれた. British Museum では豪州

の化石の型を取った.また Spath に Haゆoceras

ja，ρonicum 其他の日本産保羅紀菊石に就いての意

見を聞いた.思いがけなくもニュージーランドか

ら Benson 教授が博物館に来ていて東京での第 3

回太平洋学術会議以来の旧知を温めた.またロン

ドン大学に W. B. L. King 教授を訪れて豪州産の

archaeocyathids やペルシャの寒武紀化石に就

いて話し合った.彼の手元にはペルシャから新資

料が来ていたので，夫れ等を観察して私の予察結

果を記入しておいた.後日同氏の第 2 論文中に謝
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辞が述べられているので恐縮した.また K 教授

は助手の車で Weald 見学をさせてくれたが，実

に露出が悪いのに驚いた.

滞英中にケンブリッジ大学の Sedgwick

Museum に O. T. Jones 教授を訪れた.この博物

館は Woodward Museum とも言う.氏は翌日プ

リンストン大学の夏期講習の為に渡米することに

なっていたが，夫人が家内にボートレースの予選

を見せてくれて，夕食を御馳走になった.塾内で

は女人禁制で私だけが教授と同行，食堂の段上で

教授と夕食を共にしたが，その前に学生が数列に

なって会食していた.遅刻して来た学生は教授に

判るように正面の二階でー列に並んで食事をする

ことになっていた. ここには食後に立派な談話室

でクラブ会員数氏に紹介されたが教授以外に地学

関係者はいなかった. Museurn では筆石の D.

Bulrnan が私の見たい標本を出してくれた. ここ

では午後 3 時になるとどこからともなく古生物

学者が集まりお茶の時に雑談することになって，

私は Ozarkian 論争の小林だといって紹介され

た.

Phillipi Lake は A Monograph of the British 

Cambrian Trilobites の vols.I-3， 1906・08，

vol. 4, 19日， vol. 5, 1919 以来地理学の教鞭を取

り，教壇を退いてから再度此処でその追記に閑日

月を楽しんでいた. F. R. Cowper Reed も狭い一

室で古生代の化石研究に専念していた.

その後 83 才の Cobbold 翁を Shropshire 州の

Church Stretton に訪れた.駅前に出迎えてくれ

た彼は 50 才で退官してから Lapworth の指導を

仰いで当地の寒武系を精査している老学であっ

た.この地は一面の牧場であるが本来土木技師で

あった彼は前歴を生かして 80 余の掘割りを作っ

て欧州で随一の詳しい寒武紀層序を確立し，また

当時フランスの三葉虫を調べていたヨーロッパ古

生物学界の名物男である.彼の家を訪れると日本

の締麗な草花が咲き乱れていた.本来素人の彼は

倫敦や剣橋(ケンブリッジ)へ出掛けて行って丹

念に参考書を写して来ていたが，この様な労作は

彼には楽しみであった.

6 月 16 日朝汽車で New Castle へ夫れから

Venus 号で北海を横切ってフィヨルドの沈水し
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た U 字型の深い入江の奥に位するベルゲンに上

陸，同船の中国留学生と共に丘上に登り霧の切れ

聞から下界を展望した.北欧の夏の太陽は遅くま

でなかなか沈まない.それから汽車に乗り予め

Størmer の送ってくれた Guide-Book を頼りに

遅くまでカレドニア山系の車窓地質の展望を楽し

んだ.

18 日早朝オスロ駅で S 氏夫妻に迎えられてパ

ンシオンへ送り届けられた. この宿には英独両語

共に通用しなかったが，スパイゼザーレらしい札

を見つけて朝食にありついた.食堂内の机上に腸

詰・牛酪・麺担などが並んでいる.隣の客のやる

様に之を昼食用に携えて街はずれの古生物学博物

館を訪れた. S 氏は自国を弱小国と呼んでいる

が，ここには日本のどこにも比ぷ可きものの無い

程の逸品がある.例えばチエルの泥盆紀魚鎮の神

経系が備え付けの顕微鏡を覗けば誰でも判る様に

なっていて異彩を放っている.主任の O. Holteｭ

dahl 教授は北極や南極の探検で貴重な業績を残

している.

親友の S 氏は極光研究で有名な S 教授の令息

で彼自身も広翼類や三葉虫の形態と解制に就いて

斬新な研究のある新進学徒で彼の研究室は屋根裏

の落ち着いた部屋であった.昼食には大勢集まっ

て弁当を素食した.その後 3 時頃に皆が一斉にい

なくなって私は静かな研究室内で頑張っていた

が，やがて此の国では三時が正餐であるのが判っ

た. その翌日 Ceraωρ'yge 石灰岩を見てから H 教

授と共に S 君の姉の豪家に招かれた.玄関には鉄

砲其他の武器が陳列しである.客間の前には噴水

のある芝生が広く展開し，可愛いお子様達がヤポ

ンスクと呼びかけて我ら夫妻の所へ寄ってきた.

望みに応じて台所から三階まで家中を見せて貰っ

た.二階中に先代の絵画蒐集品，三階には先々代

の蒐集品が飾られていた. 日本の掛図のように四

季に時節にものを掛け替えるのと異なり，全部掛

けぱなしで，国々の慣習の違いを知った.

22 日には Heintz と S 君の案内でオスロ湾を

周航した.淵のように深いフィヨルドの海は澄み

切っている.その周囲はのっペりした丘陵で，湾

内には蒲団のような島が散在している.其の上の

緑林中に白亜の家があり，英国あたりからの避暑
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客の別荘である.この辺はカレドニア造山帯の前

縁で地質は甚だ込み入っている.そのうちには志

留紀珊瑚石灰岩の二次堆積物もあった.

オスロには歴史博物館・美術館・彫刻館・民族

博物館などがあり，日曜日に見物した. 26 日には

ゼレムスタートで奥陶紀化石を採集してから H

氏私宅に招かれた.彼は赤露革命前に相当の家柄

であったがロシアから亡命してここに住みついて

魚化石の研究をしていた.老母・妻・女児の四人

暮らしで日本の風俗や習慣など色々の質問を受け

た. その後 Vogt 教授からも招かれていたが時間

的余裕がなくてトロンジョムの地質見学を割愛し

た.

27 日夕方 7 時にオスロ出発，翌朝 7 時ストッ

クホルム着，瑞典(スウェーデン)地質調査所の

A. H. Westergaard 訪問，此国の中上部寒武紀化

石と Bathomoceras 其他や博物館所蔵の奥陶紀化

石を研究し， S. Hedin の中央亜細亜探検中に

Norin が天山で産出した寒奥化石を通覧した.そ

のうちには Troedsson が研究中のものや Holm

の頭足類発生上の有名な標本もあった.

7 月 1 日の日曜で市膳・玉城・博物館・ Sca­

nsen などの市内見物をした.民族博物館では各

地方のコスチュームを着た女性のダンスが見られ

た.この夜は旧市街のフリーデンと称する調窟の

ようなところで食事をしたが日本料理のように幾

種類もの突出しがあり，魚の酢のものも出て賞味

した.翌日には白鳥大使の招待があり， 3 日はウ

プサラ大学訪問で Wiman 教授や Warburg 女史

に会ったが， Zdansky も研究に来ていた. 5 日の

夜行でコペンハーゲンへ移り，先ず Grönwall の

案内でスコーネの寒武系を見学し， L. Koch の

Greenland 探査で採集した寒奥化石を見た.地下

室に独逸(ドイツ)から亡命して来ていた C.

Teichert に会い， 7 日夜には同氏夫妻の招きで城

跡のような公園へ行ったら鹿の群れが訪僅ってい

た.翌日曜は美術館其他の市内見物.

北欧の地質に就いては「北欧の地質とオスロー

地方の地質巡検ーバルト楯状地とカレドニア山地

とそのつなぎ目」地学雑誌 70， 1961，参照.之は

但しアルゼリアの第 19 回 IGC に出席を機に単独

で再度北欧を訪問した時に執筆したのである.
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7 月 10 日の朝にデンマークを発って夕刻 8 時

頃伯林(ベルリン)駅前のホテルに投宿，翌日宿

に近いベルリン大学に Hans Stille 教授を訪れ，

早速 Dames， Kayser などの記載した Richthofen

の China collection の研究開始， preparater と

photographer を付けてくれたので仕事は着々と

進んだ.案内者を付けるからホーフの奥陶系を見

ないかと言われたが先の予定が決っているので残

念乍ら好意にそい兼ねた.ここでは一階が

museum で二階が教室で 13 日には Stille と其門

下の前で「日本中生代地殻変動」を講演した.夕

刻には助手の案内で教授の私宅に招待された.こ

れは恐る可き夜でヒットラーの大殺裁の釈明演説

が放送されて来た.それはラジオも裂けんばかり

の熱弁で将に後日の恐る可きナチスの歴史への予

告となった.此の前日地質調査所の Otto Schinｭ

dewolf を訪れて Monke の記載した菌山統産三

葉虫の研究を開始し，ここでも preparater の助

力で研究は速やかに進んだが一部は借り受ける事

にした.屋根裏の倉庫にある Hof 産の奥陶紀三葉

虫や洪積期堆積物中の頭足類などの研究を奨めら

れたが，残念乍ら古い歴史のあるドイツの文献は

東京では揃え兼ねるので好意に応じ得なかった.

Restudy on the Dames types of the Camｭ

brian trilobites from Liaotung，地質学雑誌，

44, 421 ・437 ， 1937. 

Restudy on the Frech・s type specimen of 

Actinoceras richthofeni， 向上 45， 81 ・84， 1938. 

上記の両論文はベルリンで研究に着手して帰国

後に仕上げたのであった.

嘗つては欧州で 1 年位研究したいと考えた事

もあったのにと思うと時聞が足りなくて残念であ

る.その為に既に在外研究のためのマークが送っ

てあったのであるが，この頃国外へ持ち出し禁止

のマークの解除を求めるために Schindewolf が

銀行へ同行してくれて漸く問題が解決した.その

翌日にはマルクワート城で晩餐を彼と共にした.

15 日はぺJレガモン博物館・動物園などの市内見

物， 22 日はポツダム宮殿見物で，その翌日ドレス

デン経由でプラハへ移った. 24 日には Narodi

Museum で Barrandium Keeper の J. Koliha に

会って早速寒奥化石の研究を初め Ribeiria や横
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隔壁のある Hyolithids などを研究， 26 日から l

泊してスクレイの地質を見学した.ここは丘陵地

で著名なパランドの化石産地ではあるが当時は採

集困難で，宿屋の主人から少し譲り受けた. 29 日

はプラハの旧都市の見物.

7 月 31 日朝 6 時半出発，丁度昼にウィーン到

着. ドルフース殺害のためその両三日前から市中

は戒厳令下で博物館にも番兵が立っていたが

Suess 教授と面会，先ず佐川産化石中の菊石

Haゆoceras japonicum 其他を借用することにし

た.次いで Pia 教授を訪ねて Bittner や Kittl の

三畳紀化石の研究をした.着いた日の午後には市

内見物のパスが出るので早々便乗した. 2 日午後

Pia 家に招かれて， オギルギーゴルドンと会った

が，女史はドロミーテンの地質調査のみならず女

子参政権でも著名であった.

8 月 3 日にはミュンへンへ移り Alte Akadeｭ

mie で Broili や Dacqué を訪ね三畳紀の化石や

Hof の Tremadoc の化石を見た.ここでは標本

箱の引出し 2， 3 が Palaeontographical 冊に相

当する蒐集品で， Zittel 以来の立派なコレクショ

ンの倉庫である.前大戦以後経費削減で人手が無

くて Dacqué 自らがサンプルの整理までしてい

た.町へ出ると通行人が挙手の礼をしているので

何事かと巡査に聞いたらヒンデンブルグの葬式を

知らないのかと言わんばかりで恐縮した.実はこ

こ一週間程新聞を見ないうちにヨーロッパは走馬

燈の様に移り変りつつあった. 3 日午後博物館や

市内見物. 5 日の日曜にフランクフルトへ移り

ゲーテハウス其他を見物，ローゼネックと称する

中世其の侭の町の一角が残っていた.翌日ゼンケ

ンベルグ博物館に Richter 夫妻を訪ねた.両人が

共著で寒奥化石の論文を出しているのは有名であ

る.ここの陳列品中に Acidaspis の長い牒の八方

へ突出している生存時其の侭の三葉虫は凡帳面に

l 本でも多数の破片を継ぎ足して再製した労作品

で，このような奇特な趣味を持つ老婦人の作品で

あった. 因にスウェーデンでも Warburg の見事

な Lichas がこの様な婦人の努力の賜物であっ

た.之は真に貴い有閑マダムの古生物学への奉仕

である.因みに Naumann が日本で地質調査中に

使用した磁石や測量の器具はこの町に居住する
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N 氏の遺族から寄贈された貴重な日本地質学史

上の記念品で東大の地質学教室に保存されてい

る.

8 月 8 日マインツからボンへ汽船でライン川を

降って翌日大学の地質学古生物学教室で Til­

mann や Jaworski に会って保羅や三畳紀の化石

を調べた. Palaeontologie von Timor の刊行で

よく知られている Wanner 教授が入院中でジー

ベルト女史が Pseudosaccocoma の文献を描えて

くれた.この海百合の珍種は鳥巣フォーナの時代

と生物区の決定上重要な指示化石である.

嘗って Steinmann の来日中に四国その他を私

が案内した事を帰国直後の臨終の前に氏が物語っ

ていた由で，休暇中であったが何時でも図書室の

利用が出来るように鍵を貸してくれた. S 氏の後

継者達のこの信頼と好意は到底忘れられない.ま

た外遊直前に書き上げた私の論文の独逸語を Til­

mann が訂正と言うよりも丁寧に書き改めてくれ

た.私は三高では理乙卒であったが如何にこの国

の言葉で論文を書くことが私に取って困難である

かを悟って下記の論文が私には唯一の独逸語の論

文となった.

Einige neue triadische Bivalven aus der 

Innenzone s�west Japans. ]apan. ]our. Geol. 

Geogr. 12, 27・32 ， 1935.

十日余のボン滞在中にアイフェルのホエアハッ

トへの散策で雛段型の葡萄園のある山聞を迂曲し

ライン河畔をドライプして薄暮に帰ったが，乗客

の男女 2 部合唱の民謡が私の耳菜に残っている.

ボンからデルフトの蘭印中生代化石を見る時聞が

なく巴里(パリ)へ移って 24 日の晩に歌劇リゴ

レットを見た.悌国では Bergeron の記載した三

葉虫の再研究を希望していたが，之は私有物で行

方不明であった.

其後のアルプス行に就いては「アルプス所見」

講演要旨，地質学雑誌 42， 1935 や「アルプス瞥見

一日本との比較構造論」地球の科学 4， 1949 に述

べたのでここでは省略する.ライン河畔の Freib­

urg, i. Br. はスタインマンがボンへ移る前に在職

した大学の所在地で同氏のアンデス産化石が保存

されているので之を検すると Hoek が記載したの

は欧米産の既知属に近似するものだけでアジア・
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太平洋特産のものが未記載であったので，そっく

り借用して再研究することになった.

The Cambro・Ordovician shelly faunas of 

South America.]our. Fac. Sci.lmp. Univ. Tokyo 

[2J , 4, (2), 369・533， 1937. 

因みに南米の化石については近著「日本の研究

者から見た南米の化石」地学雑誌 100, 1991 参

照.

Restudy on Lorenz's Ra.ρhistoma broggeri 

from Shantung with a note on Pelagiella. Jub. 

Pub. Comm. Prof. Yabe's 60th Birthday, vol.1, 

283・288， 1939. も亦借用して再検した結果の報

文である.

私は様々の収穫を収めて中北欧の予定をスイス

アルプスの Graubunden 見学を以って終了し，

南欧では水の都ペニスを皮切りにして， 25 日午

后フローレンスへ移った.その翌日大学へ行くと

瑞西(スイス)からダイネリ教授がわざわざ帰っ

て来てくれていた.休暇で教室はガランとしてい

たが其処に現われたのが彼であった.ここではカ

ラコルム産の化石を調べた.

Three contributions to the Cambro・

Ordovician faunas. 3. Brief remarks on the 

Cambro・Ordovician of Karakorum. ]apan. 

]our. Geol. Geogr. 13, 163-184, 1936 参照.

その翌日ローマへ移り 27 日には市内見物， 28 

日にはナポリへ， 29 日はポンぺイと博物館見物，

30 日午後 3 時に鹿島丸に乗船した.北欧から南
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欧まで 4 ヶ月の飛脚の旅で疲労もしたがそれだ

けの甲斐もあった.

イベリア半島は見残したが後にアルゼリアの万

園地質学会議に出席した際に招かれて見ることが

出来た.又，ギリシャなどの東欧も後年国際地質

学連合(lUGS)の創設の為にイタリアの会議に出

席途中で寄り路をした.

因みに「アトラス山系の地質瞥見」地学雑誌，

62, 1953 はアルゼリアの第 19 回 IGC 出席の機

に記したもので，会議後にイベリア半島を巡検し

fこ.

空路で一足跳びの昨今と違ってカイロでは博物

館や市内を，そして賂監に乗ってギゼーのピラ

ミッド見物，セイロンでは仏跡を訪ねた.インド

洋の航海中には本で読んだ Sargass sea を目の当

たりに見た.乗船中に Kayser， Salomon, Grabau 

などの地史学参考書を持ち込んで毎日講義のノー

ト作り，退屈する暇はない.シンガポールと香港

に寄港中には一等船客が一団となって自動車で島

を駆け巡り支那料理を賞味した.暑い熱帯から温

帯へ移って神戸に上陸し，親族や縁者に迎えら

れ，郷里浪速の墓参をすませて取り敢えず大森の

山王に仮寓して登学した.11 月 21 日には東京帝

国大学講師に嘱託，地質学第二講座分担の辞令を

受けて 12 月 5 日に地史学開講となった. 斯くし

て私の修業時代はヨーロッパ地学巡礼を以って終

了し，地学者養成と地史学振興に精進することに

なったのである.
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学会記事

日本古生物学会評議員会(第 2 回)議事要録

平成 3 (1 99 1)年 6 月 21 日(金) 13:30-18:45 

於:千葉大学理学部会議室

出席者:鎮西会長，浜田，木村，高柳，速水，森，

野田，長谷川，斎藤，糸魚川，池谷，小泉，平

野，小笠原，力[1瀬各評議員，山口常務委員

委任状:加藤(小泉)，小畠(加瀬)，猪郷(野田)

書記:浅井庶務幹事

<報告事項>

1.常務委員会報告

〈庶務〉① 第 l 回を 3 月 2 日(於東大)，第 2 回

を 5 月 11 日(於自然史研究所)で行い通常業務

を処理した.② 3 月 15 日以降順次前回評議員

会で承認された常務委員，幹事に委嘱状を発送し

た.③ 4 月 22 日に千葉県立中央博物館に例会

会場借用願いを提出した.④ 4 月 23 日に学術

会議に会長変更屈を出した.⑤ 6 月 3 日に文部

省に成果公開費交付申請書を提出した.交付内定

額は昨年同様 115 万円である.⑥ 常務委員会で

別記のとおり各係の幹事を決定した(報告・記

事，参照). <会計〉 ① 会員の会費納入状況を調

べ，本日の評議員会の決定を待ってそれぞれの処

理をする事にした.② 評議員会に幹事が出席す

る場合の補助は，宿泊費として 8000 円， 日当と

して 2000 円を支払う事にした. <行事〉 ① 

140 回例会の準備をした.② 1992 年度年会総

会を九大で行うという事で準備を進めている.

140 回例会に関連してシンポジウム責任者の一人

である浜田君より，① シンポジウムのポスター

を 300 部 (53，000 円)印刷し，博物館，教育委員

会関係に発送した事が報告された. <会員〉 ① 

前回評議員会で承認された特別会員候補者に通知

を送った.辞退者はいなかった.②本年は会員

名簿の発行年に当たっている. <国際交流〉 外国

会員の会費納入状況について調べる予定である.

〈報告・紀事〉 ① No. 161 が出版され， editor 

が前回評議員会の決定通りロゴマークと共に変

わった.② No. 162 が入校.併せて編集状況に

ついて説明があった(資料回寛).③ native 

speaker による copy-editor の件は努力中で，

次回評議員会まで待ってほしい. <，化石J> ① 

50 号は印刷中で 7 月中旬にできあがる.② 51 

号からの編集長である速水君から，編集方針が示

された(文書配布). <特別号〉 渡辺君の分は文部

省の研究成果公開促進費の内定があった(補助

額 :77 万円)， 7 月から印刷開始となる. <刊行物

委員会> 1 月 31 日に開催し，報告・紀事の新編

集委員 12 名を推薦した. <前会長> :毎日新聞の

件についてその後の経過が報告された(，化石」

50 号に掲載).

2. 学術会議・古生物研連報告

高柳研連委員長より① 南アフリカ科学者の入国

visa について，②科学研究費分科細目の変更に

ついて，学術会議の最近の審議経過・結果につい

て報告があった.速水学術会議会員推薦人より 5

月 24 日に推薦人会議が聞かれた事について報告

があった.

3. IGC 関連事項

鎮西会長，斎藤君より IGC-京都の準備状況(特

に 2nd Circular，募金，会場)について報告が

あった.

4. 醸金

加瀬君より ① 醸金総額は 567，795 円である

こと，② 総会後 2 件しか醸金がなかった事，③

「化石」等に醜金案内を出す予定である事，が報告

された.

5. 長期計画検討委員会報告

森委員長より ① 4 月 12-13 日に静岡で同委

員会を開催した事，② 年会で実施したシンポジ

ウムの要旨を化石 50 号に掲載する事，③ 白書

の作成に向けて準備中である事，が報告された.
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<審議事項>

1.会員の入退会・除名

① 長期会費滞納者 9 名について，会計から除名

対象者として氏名・勤務先一覧が配布された.討

議の後投票で除名の可否を決定する事になり，除

名賛成多数により可決された.② 入会希望者

20 名の氏名・勤務先一覧が配布された.討議の

後投票に移り，全員の入会が承認された.③退

会希望者 4 名(内 l 名は友の会会員としては残

る)の退会を承認した.

2. 科研費配分委員候補者の推薦

① 層位古生物一段委員:まず候補者として 11

名を列挙(板書)した後 2 名連記で投票した.上

位 4 名について単記で投票し， 1 位小泉格君， 2 

位山口寿之君，を選出した.② 地質一般一段委

員:まず候補者候補として 7 名を列挙した後 2

名連記で投票した.田沢純一君が 1 位となりまず

候補者として・決定したが， 2 位は同得票者 2 名の

決戦投票を行い柳田寿一君を選出した.

3. 常務委員及び各出版物編集委員の承認

① 会長指名常務委員として山口寿之君を承認し

た.②刊行物委員会から推薦された報告・紀事

編集委員 12 名(斎藤常正，森啓，石崎国県，磯

崎行雄，加瀬友喜，小泉格，的場保望，野田浩

司，高柳洋吉，棚部一成，富田幸光，植村和彦)

を承認した. No. 162 より業務を行う.③ 「化

石」編集委員長(速水格)から推薦された同誌

編集委員 6 名(山口寿之，松岡数充，小沢智生，

前回晴良，石崎国照，阿部勝巳)を承認した. No. 

51 より業務を行う.④ 特別号編集委員長(柳田

寿一)から推薦された同誌編集委員 2 名(野田浩

司，池谷仙之)を承認した.⑤ 報告・紀事の

copy editor Cnative speaker) について，斎藤編

集長より経過報告があった.

4. 1992 年度会総会について

① 1992 年 1 月 25 日 /26/27 日に九大で行う

事が承認された.② シンポジウムとして 2 件の

申し出があり，承認した.なおプログラム編成に

当たり，時間縮小或いは一方の実施延期などの処

置をとらざるを得ないことがあり得るので，その

ような実施上の問題については行事委員とコン

ビーナー及び常務委員会に一任する事にした.③
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シンポジウムの企画は開催地主導でなされる事

が周知されていないようなので今後周知させるよ

うに努力する事にした.④ 1992 年例会につい

て，岩手県立博物館で 6 月中旬一下旬に行う事を

承認した.

5. 長期計画検討委員会の今後について

①森委員長より現状の報告があった.② 常務

委員会より委員会の存続の承認依頼があり，討議

の後承認した.③ 関連して，科研費の申請の仕

方を工夫する事，同委員会を常設委員会として残

し，学会外に対してアピールできる形でまとめる

事，などの要望が出された.

6. 学会の賞について

鎮西会長より本件について常務委員会の審議経過

が紹介され，学術賞にメタ'ルを贈る事が提案され

た.討議の後承認した.

7. IPA との共催レセプションについて

鎮西会長より経過説明があった後， IGC ー京都の

折に共催レセプションを行う事，資金集めを今後

行う事が提案され，承認した.

8. 日本地質学会による欧文誌出版計画につい

て

鎮西会長から経過説明があり(資料配布)，次の二

件の提案があった.① 端山氏の招集する学会代

表の話し合いには，庶務係の平野君が出席する事

とする，② 地質学会が中心となって出版する欧

文誌が Review 中心のものとなるなら，計画に参

加してもよい.具体的には editor に一人誰かを

送る.評議会決定という事でなく，了解のもとに

送りたい.斎藤君からの補足，討議の後，二件の

提案を承認すると共に， editor として速水君を会

長から推薦する事に決めた.

9. その他

①野田君より，千葉県立中央博物館でこの例会

時に販売する絵はがきについて，売上額の 30%

相当を絵はがきで渡す事にしたいとの申し出があ

り，了承した.

②高柳君より，広域大学院(博士課程)系統分

類学講座について西田誠氏より文書が届いた事が

紹介され，当学会でも考えていく事にした.

③鎮西会長より，研連委員選出についてまだ案

内は来ていないが，通信投票にしたい旨提案があ
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り承認した.

④ 浜田君より，科学技術会議に於ける自然史に

対する理解及び教科書の進化の扱いが生物から地

学にかなり移行する見込みがある事が紹介され

た.

⑤池谷君より，報道関係者が予稿集を事前に入

手する事を希望した場合どう対応するか討議の要

請があり，学会活動の広報という意味から渡して

よい事にした.

以上

お知らせ

行事予定

食1992 年々会・総会は 1 月 25 日(土) -27 日

(月)に九州大学理学部で開催されます.

本年会では下記の 2 つのシンポジウムの開催

が予定されております.

1) 1 月 25 日(土) 9 : 30-15 : 00 (予定)

題目「白亜紀~古第三紀のバイオイベント 海洋

生物の変遷と消長 」

コンビーナー 田代正之(高知大)・前田晴良

(京都大) ・利光誠一(地調)

話題提供

1. 浮遊性石灰質徴化石からみた白亜紀~古第三

紀の海洋環境の変遷

斎藤常正・長谷川卓(東北大) ・岡田尚

武・西弘嗣(山形大)

2. 白亜紀~古第三紀の底生有孔虫に見られる

ターンオーバー現象とその要因

海保邦夫(東北大)

3. 浮遊性珪質微化石からみた白亜紀~古第三紀

の海洋環境

岡村 真(高知大)・石田啓祐(徳島

大) ・山崎哲治(愛媛大)

4. 白亜紀中期に発達した" Oceanic anoxia" とそ

の沖合い泥底の大型化石群への影響

前田晴良(京都大) ・早川浩司(早稲田

大)

コメントー海洋無酸素事変とアンモナイトの進化

平野弘道(早稲田大)

5. 白亜紀~古第三紀の二枚貝の消長

田代正之(高知大)・水野篤行(愛媛
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大) ・安藤寿男(東京大) ・利光誠一(地

調)

6. “MesozoÏc marine revolution" と進化古生物

学的意義

大路樹生・速水格(東京大)

総合討論

開催の主旨

中生代後期から新生代初期にかけては海生生物

の進化繁栄，生物の大量絶滅による盛衰など現生

生物への系統進化を考える上で古生物史上劇的な

イベントが記録されている.特にわが国は活動縁

辺域に位置し，陸生相から深海生相にかけての事

象をダイナミックに促えるのに好都合なフィール

ドである.近年では様々な手法を組み合わせてこ

の地質現象が月に国際シンポジウム(九州大学)

で討論された.そこで本シンポジウムではむしろ

海洋の古生物そのものから変革を究明し，他の地

質的な現象(例えば海水準変動，海洋無酸素事変，

古気候，古地理，地質年代学など)へフィールド

パックするための鍵となることを目的とする.さ

らに Commission on a Global Sedimentary 

Geolgy Programme や Subcommission on 

Cretaceous Statigraphy への貢献，また 1992 年

の 1 G C (京都)へ向けての意見の交換の場とな

ることも望まれる.

2) 1 月 26 日(日) 13: 30-17 : 30 (予定)

題目 「新生代化石生物温度計の試みーその論

理と適用 」

コンビーナー 小笠原憲四郎(筑波大)・植村

和彦(国立科学博物館)

1.開催経過と主旨説明

小笠原憲四郎(筑波大)

2. 大型植物化石に基づく新生代の古気候変遷と

気温

植村和彦 (国立科学博)

コメント 棚井敏雅 (北海道大名誉教授)

3. 花粉化石に基づく新生代の気候変遷と気温

コメント 山野井徹(山形大)

4. 軟体動物化石に基づく古海中気候の復元と水

温
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南方系貝類化石の例 糸魚川淳二 (名古屋

大)

北方系貝類化石の例 天野和孝 (上越教育

大)

コメント 鎮西清高 (京都大)

5. 海洋微化石生物温度計への試み

珪藻化石を例に 丸山俊明 (山形大)

浮遊性有孔虫を例に 尾田太良 (熊本大)

石灰質ナノ化石を例に 田中裕一郎 (地質

調査所)

貝形虫を例に 池谷仙之 (静岡大)

コメント 長谷川四郎 (東北大)

6. 総合討論

開催の主旨

本邦の新生代に関する年代層序の精度向上にと

もなって古生物の発生・繁栄・衰退・絶滅などの

諸経過がより明確に認識されるように成ってき

た. しかし古生物種(群)の時代的消長とその古

環境的背景の解釈について，研究者・タクサ間で

違いがある.生物の消長には多くの環境的・生物

的要因が関与している事が予測されるが，中でも

温度(水温)は生物の分布を基本的に規制するも

ので，古環境と生物進化の対応を考察するうえで

重要な研究課題の一つで‘ある.
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本シンポジウムでは温度(水温)に焦点、を絞り，

最新時代から過去に湖るかたちで，新生代の生物

(群)に基づく古温度(古水温)推定について，代

表的タクサの研究者から，その論理と具体的な古

温度について提示を頂き， タクサの異なる研究者

間で議論し理解を深めたい.またタクサの特性を

生かした古温度・古水温の復元とその変遷などに

ついても，その精度や適用限界などについて議論

し，古生物が指示する温度について理解を深め，

将来の古生物温度計づくりの可能性を探っていこ

うとするものである.

大「総会J， I懇親会」は 25 日(土)のシンポジウ

ム終了後に開催いたします.

大一般講演は 26 日(日)午前と 27 日(月)午

前・午後に行います.詳しくはプログラム (1992

年 1 月初旬発送)をご覧ください.

。講演申し込みは，講演要旨(予稿集用)原稿と

ともに，下記までお送りください. 1991 年 12 月

10 日(火)必着締切です.なお，講演要旨の記入

方法は化石 48 号を参照してください.

〒422 静岡県静岡市大谷 836

静岡大学理学部地球科学教室

ft 054-237-1111 

池谷仙之(内線 5801)

北里洋(内線 5810) (行事係)
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学会規則・規定・内規

日本古生物学会会則

(19831 叫訂)
1988.1. 28 部分改訂ノ

第 l 条本会は日本古生物学会という.

第 2 条 本会は古生物学およびこれに関係ある

諸学科の進歩および普及を計るのを目的とす

る.

第 3 条 1. 会誌そのほかの出版物の発行. 2. 学

術講演会の開催. 3. 普及のための採集会・

講演会そのほかの開催. 4. 研究の援助・奨

励および研究業績ならびに会務に対する功労

の表彰その他第 2 条の目的達成に資するこ

と.

第 4 条 本会の目的を達するため総会の議を経

て本会に各種の研究委員会を置くことができ

る.

第 5 条 本会は古生物学およびこれに関係ある

諸学科に興味を持つ会員で‘組織する.

第 6 条会員を分けて普通会員・特別会員・賛

助会員および名誉会員とする.

第 7 条 普通会員は所定の入会申込書を提出し

た者につき評議員会の議によって定める.

第 8条特別会員は本会に 10 年以上会員であり

古生物学について業績のあるもので，特別会

員 5 名の推薦のあったものにつき評議員会

の議によって定める.

第 9 条 賛助会員は第 2 条の目的を賛助する法

人で評議員会の推薦による.

第 10 条 名誉会員は古生物学について顕著な功

績のある者につき評議員会が推薦し，総会の

決議によって定める.

第 11 条会員は第 12 条に定められた会費を納

めなければならない.会員は会誌の配布を受

け第 3 条に規定した事業に参加することが

できる.

第 12 条 会費の金額は総会に計って定める.会

費は普通会員年 7，000 円，特別会員年 8，500

円，賛助会員年 1 口 15，000 円以上とする.

名誉会員は会費納入の義務がない.在外の会

員は年 8，500 円(または等価の U. S. ドル)

とする.

第 13 条本会の経費は会費・寄付金・補助金な

どによる.

第 14 条 会費を 1 ヶ年以上滞納した者および本

会の名誉を汚す行為のあった者は，評議員会

の議を経て除名することができる.

第 15 条本会の役員は会長 1 名，評議員 20 名，

および常務委員若干名とする.任期は総て 2

年とし再選を妨げない.評議員は特別会員の

中から会員の通信選挙によって選出される.

会長の委嘱により本会に幹事および書記若干

名を置くことができる.常務委員会は評議員

会において互選された者で構成される.但し

会務上必要とする場合は，特別会員の中から

常務委員若干名を評議員会の議を経て加える

ことができる.

第 16 条 会長は特別会員の中から評議員会にお

いて選出され，本会を代表し会務を管理す

る.会長に事故ある場合は会長が臨時代理を

委嘱する.

第 17 条 本会には名誉会長を置くことができ

る.名誉会長は評議員会が推薦し総会の決議

によって定める.名誉会長は評議員会に参加

することができる.

第 18 条本会は毎年 l 固定例総会を聞く. その

議長には会長が当たり本会運営の基本方針を

決定する.総会の議案は評議員会が決定す

る.会長は必要があると認める時は臨時総会

を召集する.総会は会員の十分のー以上の出

席をもって成立する.会長は会員の三分の一

以上の者から会議の目的たる事項および召集

の理由を記載した書面をもって総会召集の請

求を受けた場合は臨時総会を召集する.

第 19 条総会に出席しない会員は他の出席会員

にその議決権の行使を委任することができ

る.但し，欠席会員の議決権の代行は 1 人 1

名に限る.

第 20 条総会の議決は多数決により，可否同数
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の時は議長がこれを決める.

第 21 条 会長および評議員は評議員会を組織

し，総会の決議による基本方針に従い運営要

項を審議決定する.

第 22 条常務委員は常務委員会を組織し評議員

会の決議に基づいて会務を執行する.

第 23 条会計監査 l 名をおく.監査は評議員会

において評議員および幹事をのぞく特別会員

の中から選出される.任期は 2 年とし再選を

妨げない.

第 24 条本会の会計年度は毎年 1 月 1 日に始ま

り 12 月 31 日に終る.

第 25 条 本会会則を変更するには総会に付議

し，その出席会員の三分の二以上の同意が得

なければならない.

付則 1) 評議員会の議決は無記名投票による.

日本古生物学会評議員会運営規則

(1 988 年 1 月 27 日制定)

第 l 条 日本古生物学会評議員会(以下評議員会

と略称する)は，会長および評議員によって

構成される.名誉会長は評議員会に出席し，

議決に参加することができる.

第 2 条定例評議員会は，毎年 2 回聞かれる.会

長は，必要あると認めるとき，および評議員

5 名以上の連署で理由を付して要求のあった

とき，臨時評議員会を召集しなければならな

第 3 条 評議員会は評議員の過半数の出席を

もって成立する.欠席する評議員は，代理者

氏名を記した委任状を提出して，その議決権

の行使を他の出席評議員に委任することがで

きる.ただし，出席評議員による議決権の代

行は， 1 人 l 名に限る.

第 4 条評議員会の議長には会長が当たる.

第 5 条評議員会は，総会の定めた基本方針に

のっとり，次の事項を審議する.

1) 学会運営の具体的方策，事業計画および

予算案の立案，決算案の承認，常務委員会

に対する指示.

2) 会員の入会・退会ならびに除名の決定.
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賛助会員の入会の推薦，特別会員・名誉会

員の推薦，その他会員の本学会における身

分に関する決議.

3) 本学会の会長，常務委員，賞の委員会委

員，会計監査の選出.

4) 本学会が編集出版する出版物の編集委

員会や，評議員会の議決にもとづいて本学

会内に設置される委員会等の委員の決定.

本学会を代表して外部の各種機構に参加す

る委員等の決定または推薦.

5) 本学会に設けられた賞の授賞者の決定.

6) 総会の議題の決定.

7) 会則改正の発議，各種規則の制定.

8) その他，会則に定める本学会の目的およ

び活動のため必要と考えられる事項.

第 6 条評議員会の議題は，常務委員会が提出し

た議題，評議員が提出した追加議題および動

議とする.

第 7 条評議員会の議決は，とくに決議のない限

り無記名投票，多数決とする.可否同数のと

きは議長がこれを決める.ただし，会長の選

出の場合は評議員定数の過半数の賛成を必要

とし， 1 回の投票で過半数に達しなかった場

合には決選投票を行う.会則改正の場合も，

評議員数の過半数の賛成を必要とする.

第 8 条会長が必要と認める場合には，第 5 条に

定める評議員会の審議の一部を評議員の通信

投票によることができる.

第 9 条評議員会に刊行物委員会をおく.刊行物

委員会は，庶務係，報告・紀事編集係，特別

編集係， I化石」編集係で構成され，本会の全

ての刊行物に関する企画，刊行物聞の調整を

行う.

第 10 条 本規則の改正は評議員会の議決によ

る.

付j{IJ

1) 本学会の事務局は当分の間日本学会事務セ

ンターにおき，実務の相当部分を同事務セン

ターに委託する.

2) 常務委員会は，同事務センターを監督し，会

務に支障・遅滞ないよう努めなければならな

い
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3) 常務委員会は，会員への情報伝達，会務の現

状の広報に努力しなければならない.

4) 常務委員の各係のうち，少なくとも庶務係，

会計係，およびもう 1 つの係には，首都圏

(東京・神奈川・埼玉・千葉・茨城)に在住

または勤務地がある者が就き，会務に支障の

ないように計らう.

5) 評議員会における会長の選出に際し，決選投

票でも同数となった場合には，年長のものを

会長とする.

6) 評議員会の運営・審議にあたっては，その細

部を定めた「申し合わせ」を参照する.

申し合わせ

1) 評議員会における常務委員の選挙に際して

は，自由投票によって首都圏に在住あるいは

勤務する評議員の内の得票上位の者 3 名を

まず当選者とし，残りの者から得票順に必要

数(当分の聞は 3 名)までを常務委員とす

る.首都圏の常務委員の内 2 名は，それぞれ

庶務係，会計係となる.常務委員会に出席で

きない常務委員は，書面またはその他の適当

な方法で同委員会に会務を報告しなければな

らない.

2) 各出版物の編集係(編集委員長)は，業務の

性質上， 2 期以上継続することが望ましいの

で，必要に応じて，評議員会の了承のもとに

会長委嘱の常務委員の制度を活用する. (特

別号編集係と「化石」編集係には，当面，そ

れぞれ九州大学及び東京大学の評議員がな

り，これられに評議員がいない場合は適当な

特別会員に会長から常務委員を委嘱する. し

かし他機関に業務を移すことが可能なよう

に，なべく早い機会に条件作りを進める.)

3) 庶務係の任期は，連続して 2 期までとする.

4) 本学会年会は毎年 1-2 月に l 回，例会は 6

月ころ 1 回聞く.年会・例会は，なるべく開

催地の意向を重視し，開催機関主導的に計

画，運営されることが望ましい.具体的には，

プログラム・プレプリントの編集・印刷，シ

ンポジウム・特別講演・ポスターセッショ

ン・ショートコース・巡検・夜間小集会・懇
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親会など，年会・例会にともなって開催され

る各種行事の立案・運営をできる限り開催機

関に任せる.行事係は，長期のプランニング

を行い，必要に応じて開催機関に協力，要請

または助言を行う.

5) 会員名簿は， 2 年に 1 回発行する.会員の入

退会は，年 2 回の定例評議員会で，特別会員

の推薦は年度初めの評議員会で議する.評議

員会で新特別会員に推薦された者について

は，その意志を確かめたうえで種別変更の手

続きをとる.

6) 本学会会員として 30 年以上在籍し， 退会を

申し出た個人会員で，古生物学及びそれに関

連する分野に顕著な功績のあった方には，退

会後も評議員会の議をへて本会報告・紀事及

び「化石」を寄贈することができる. (1985 

年 6 月評議員会申し合わせ)

日本古生物学会常務委員会運営規則

(1 988 年 1 月 27 日制定)

第 l 条 日本古生物学会常務委員会(以下常務委

員会と略称する)は，評議員会が互選によっ

て選出する常務委員および必要に応じて会長

が特別会員の中から指名し評議員会の承認を

経て任命する若干名の常務委員によって構成

される.委員数は 8 名とするが，必要に応じ

て評議員会の議により増減させることができ

る.

第 2 条常務委員会は，本学会総会および評議員

会において決定された運営方針に従って，会

務を執行すること，各種事業の統轄・調整を

行うこと，および活動・運営方針の原案を作

成して評議員会に提案することを任務とす

る.

第 3 条会長は必要に応じて常務委員会を百集

し，その議長となる.会長に支障のある場合

は，会長の委嘱あるいは互選によって選ばれ

た常務委員がこれを代行する.

第 4 条常務委員会には，庶務，国際交流，会計，

行事，報告・紀事編集，特別号編集， I化石」

編集，の 8 係を置き，常務委員が分担して業
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務を行う.各係には，会長の委嘱によって常

務委員の業務を助ける幹事若干名を置くこと

ができる.

第 5 条各係の業務分担は，原則として以下の通

りとする.

1) 庶務係:会長の補佐，会および常務委員会

に関する庶務業務，文書の発受，外部との

連絡折衝，学会記録の作成と保管，その他，

他の係の業務に属さない事項.

2) 国際交流係:国際交流事業の計画・実施

に関する業務，海外の諸機関および会員外

の個人との連絡折衝.

3) 会計係:本学会会計の出納および基金の

管理，会費および本学会出版物の購読料等

の徴収，滞納者への請求，補助金および寄

付の申請・受領，物品の購入・保管，会計

帳簿および証書類の整理と保管，予算案お

よび決算書類の作成，その他，本学会の会

計および財政に関する業務.

4) 行事係:本学会年会・例会の企画および

会場となる機関との連絡・援助，プログラ

ムの作成と会員への通知，その他，本学会

の主催する行事の企画と実施に関する業

務.

5) 会員係:会員の入退会・除名・会員種別

の変更に関する手続き，会員の氏名・住所

その他に関する記録の整理，会員名簿の作

成，その他，会員に関する業務.

6) 報告・紀事編集係:本学会報告・紀事編

集委員会の委員長として，同誌の編集業務

全般(投稿原稿の受付保管，編集，印刷な

ど)，および配布に関する業務.

7) 特別号編集係:本学会特別号編集委員会

の委員長として，同誌の編集業務全般(原

稿の募集，投稿原稿の受付保管，編集，印

刷など)，および出版助成金の申請，販売に

関する業務.

8) I化石」編集係:本学会邦文誌「化石」編集

委員会の委員長として，同誌の編集業務全

般(投稿原稿の受付保管，編集，印刷な

ど)，および配布に関する業務.

第 6 条常務委員会は，本学会運営の現状を定例
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評議員会に報告し承認を受けなければなら

ない.

第 7 条本規則の改正は評議員会の議決による.

申し合わせ

1) 常務委員会の各係は，各々の業務を遂行す

るためのマニュアルを作成し，業務の引継に

支障のないようにする.

2) 文部省に対する報告・紀事の出版助成申

請調書の作成は，会計係が中心となり，報

告・紀事編集係，庶務係と協議しながら行

つ.

3) 推薦者のいない入会申し込みについては，

まず常務委員会に計り，承認をうけたのち，

会員係ほか l 名が推薦者となる.

日本古生物学会出版・編集規程

(1988 年 1 月 27 日制定)

第 l 条 この規程は，日本古生物学会が会則第 2

条に示す目的のために編集出版する.日本古

生物学会報告・紀事， I化石J，日本古生物学

会特別号の編集業務に適用する.

1)日本古生物学会報告・紀事は，年 4 固定

期的に刊行する欧文誌で，会員より投稿の

日本古生物学に関する英，独，仏文の原著

論文および短報，ならびに本会記事を掲載

する.非会員の投稿も編集委員会および常

務委員会の議を経て掲載することができ

る.

2) I化石」は，年 2 固定期的に発行する邦文

誌で，古生物学に関する邦文の論文その他

投稿規定に定める記事で，会員よりの投

稿，編集委員会からの依頼原稿，編集委員

会が適当と認めた非会員よりの投稿，なら

びに本会記事を掲載する.

3) 日本古生物学会特別号は， 不定期に刊行

する欧文出版物で，著者または主たる著者

が本会会員である英，独，仏文の原著論文

のうち分量が特に多く報告・紀事に掲載不

可能なもの，本会会員が編集となっている

古生物学の特定の分野に関する論文集ある



化石 51 (1991) 

いは目録，ならびに本会の事業として編集

した各種目録を単独で出版する.

第 2 条 各出版物に対する投稿原稿の受付・受

理・保管・編集業務は，それぞれ日本古生物

学会報告・紀事編集委員会， I化石」編集委員

会，日本古生物学会特別編集委員会が行う.

第 3 条各編集委員会は，本学会常務委員である

当該出版物編集委員長と若干の編集委員に

よって構成される.編集委員は 3 編集委員長

および常務委員会庶務係で構成される刊行物

委員会が推薦し，評議員会の承認のもとに会

長が委嘱任命する.

第 4 条編集委員会は，原稿を受付けた場合，そ

の原稿が完成原稿であり，かっ各投稿規定に

定められた形式上の不備がないことを確認し

た上で，直ちに受付け番号および日付けを記

入の上保管し，著者には受付証を送る.

第 5 条投稿原稿は，編集委員，あるいは会員ま

たは非会員の適切な研究者による査読をうけ

る.査読者の人選は編集委員会が行う.投稿

原稿の採否は，報告・記事および「化石」に

ついては，査読者の意見を徴して編集委員会

によって決定し，採用の日付けをもって原稿

の受理日とする.特別号については，同編集

委員会が出版費も考慮して採否の原案を作成

し，評議員会において決定する.

第 6 条編集委員会は，投稿原稿について，著者

に修正を求めることができる.

第 7 条編集委員会は不採用とした原稿につい

ては，その理由を付記して著者に返却する.

著者は，不採用原稿について，評議員会に不

採用に対する異議申し立てを行うことができ

る.

第 8 条報告・紀事および「化石」については，

採用原稿を各投稿規定に示す原稿の種目ごと

に，受付日の順に掲載する.ただし著者が，

編集委員会によって大幅な修正を求められる

などの理由により，投稿後論文の内容を大幅

に修正した場合には，編集委員会の判断に

よって受付日付を変更することがある.場合

によっては新規の投稿と見なすこともある.

特別号については，その年度の出版計画にし
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たがって出版する.

第 9 条本規定の改訂は評議員会の議決による.

付fllJ

編集委員長は Editor (特別号の場合は

Series Editor)，また編集委員は EditoriaI

Board として出版物中に記載する.

日本古生物学会報告・紀事投稿規定

(1 988 年 l 月 27 日制定)

(1 991 年編集部移動に伴い一部改訂)

A. 投稿規定

1.原稿の種類

論文原稿は図・表等を含めて 5 印刷ペー

ジ以上の原著論文と， 4 印刷ページ以内の短

報とする.

2. 投稿

原著投稿の際には正規の論文原稿のほか，

図・表を含む完全なコピー 2 組と所定の投

稿カードをそえる.原稿は編集委員長あて直

接送付する.なお封筒の表には原稿在中と明

記し，簡易書留とすることが好ましい.原稿

送付先は当分の聞は下記あてとする.

干980 仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室

斎藤常正・森 啓

3. 原稿の体裁

原稿の作成にあたっては，下記の「著者へ

の指針」に従い， I原稿の体裁例」を参考にし

て万全を期すこと.

4. 著者の責任

a) 著者は編集上の諸事項に関して，可能な

限り編集委員会の指示に従う.

b) 著者校正は初校のみとし，印刷上のミス

の修正を原則とする.

c) 初校の際に原稿は著者に送付されないの

で，手許に論文の完全コピーを残してお

くこと.

d) 編集委員会で認められた論文で 24 印刷

ページを超過する場合は，その超過印刷

分に要する実費を著者の負担とする.

e) 別刷は無表紙 120 部まで無償で，それ以
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上の部数及び表紙等に要する費用は著者

の負担とする.

f)出版後原稿の返却を希望する場合は，必

要額の切手に添付した返信用封筒を原稿

とともに送付する.

B. 著者への指針

次にかかげる「著者への指針」は，より充実し

た質の高い論文を報告・紀事になるべく数多く速

やかに掲載し，かっ編集・出版業務を円滑に進め

るための投稿著者に対する案内あるいは勧告であ

る. したがって，著者の論文作成を強く拘束する

性質のものではないが，その趣旨を十分に尊重し

て道守され，原稿を作成するよう希望する.

1)文章

1. 原稿は可能な限り簡明にまとめ冗長でない

ものとし，その際用いられた欧語を母国語

とする古生物学の専門家，または適当と認

められる人に校聞を受けることが望まれ

る. この際内容ならびに欧文が十分検討済

みであることの証明(校閲者の手紙の写し

などでも可)を付することが望ましい.

2. 原稿はA4 版または国際版の用紙にパイカ

あるいはクリーエ字体で原稿体裁例に準拠

してタイプスクリプトする.ワードプロ

セッサを使用する場合もこれに準ずる字体

を用いること.

3. 論文題目は簡潔にして要を得たものとす

る.

4. 論文題目の下に著者と通信可能な所属機

関，または住所を明記する.

5. アブストラクトは原則として 200 語程度と

し，論文引用はしない.短報にはアブスト

ラクトはっけない.

6. 6 語以内で論文内容を的確に表現するキー

ワードを原稿所定の位置に付すること.

7. 論文には目次はっけないが，本文は章，節，

項のように見易く区切ることができ，それ

らの見出しは中央または左に寄せてタイプ

ライトし，それぞれ字体を指定する.

8. 第 1 ページに編集委員会が記入する受付日

付や受理日付以外の脚注は認めない.ここ

に所属機関や研究グループなどの個人的な
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Contribution number も付けない.

9. 生物名の属以下の名称(学名)や外来語は

イタリック指定とする.なお人名の姓に小

キャピタルは使用しない.

10. 謝辞以外，人名に敬称は付けない.

1 1.化石の記載と関連する文章の体裁は，分類

群によって慣例のようなものがあり，それ

ぞれ多少の違いがあるが，原稿体裁例を参

考にされたい.特に膨大なシノニムリスト

を必要とする場合には，いたずらに無駄な

スペースをとらないように配慮されたい.

論文中に用いられた化石標本の所在は，命

名規約の趣旨に添って明確にしておくこ

と.

12. タイプライトできない特別な文字を印刷す

る必要があるときは手書きとしてもよい

が，分かりにくい特殊なものは発音等を欄

外に朱書きする.

13. 引用文献は本文中に直接引用したものだけ

すべてを示す.引用方法や書名，誌名の省

略法は原稿体裁例に従うこと.なお，ロシ

ヤ語等編集・印刷上手数がかかると恩われ

る欧語に関しては，英訳あるいはアルファ

ベット化したものをなるべくもちいられた

14. 文末に邦文題目， 400 字程度の簡潔な邦文

要旨と著者名を付する.

15. 地域的な地名や地層名等に用いられている

地名は，漢字対照表を所定の位置につけら

れることが好ましい.

II) 挿図 (Figure)

1.図版形式の写真図版 (Plate) も，線描きの

挿図 (Figure) と同じ取扱いとする.なお

挿図の折り込みは受付けない.

2. 線描きの挿図は本文を理解するのに最小限

必要なものにとどめる.写真図版は古生物

の記載論文の場合多くなりがちであるが，

十分吟味してこれも最小限必要なものにと

どめるように心掛けたい.挿図の総量は，

目安として総印刷ページの 50%以内が好

ましい.

3. 線描きの挿図はそのまま印刷できるよう
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に，白紙またはトレーシングペーパーに製

図用の黒インクで明瞭に描く.図中の文字

がきれいに描けない場合には，活字または

タイプライター字，インスタントレタリン

グの文字などをはること. この際縮小率を

考えて字の大きさを決める.また印刷に際

しての縮小は l つの挿図の幅が本文の 1

段幅 (7cm) か， 2 段幅(14.5cm) になる

ことを考慮し，縮小率を指定する.ただし

編集上希望に沿えない場合もある.原図の

大きさは B4 版を限度とし， いたずらに大

きな原図は受け付けない.また挿図が適切

に作成できない場合は専門家に発注依頼す

ること.

4. 化石等の写真図版の挿図の作成にあたって

は原稿体裁例を参考にし，写真の仕上が

り，配置等を特に考慮し適当な厚紙の台紙

にはる.挿図を 1 ページ大にする場合には

横 14.5cm，縦 20cm の枠内に説明文とと

もにおさまるようにするのが理想的であ

る.それ以下の場合は幅が 14.5cm か 7cm

の範囲内におさまるようにするのが好まし

い. この場合，縦は説明文を含めて 20cm

以内ならば長さは問わない.化石等個々の

写真を指示する数字や文字等はなるべく右

下にはり，字体や大きさを十分考慮するこ

と.カラー写真も編集委員会が特に必要と

認めた場合は掲載されるが，それに要する

実費は著者が負担する.

5. 線描きの挿図の説明文は通常 2 ・ 3 行の簡

潔なものとする.写真図版の挿図の説明文

も不必要なスペースをとらないようにし，

必要事項を要領よくかっ見易くまとめて書

くように工夫されたい. これらの説明文は

原図とは別の用紙に番号順にタイプスクリ

プトする.

6. 挿図の挿入希望箇所は本文の欄外に指定す

る. しかし，編集上必ずしも希望通りにな

らない場合もある.

7. 挿図の余白には鉛筆書きで著者，挿図番号，

希望縮小率等を明記し，それぞれの挿図に

は適当な紙のカバーを付すこと.
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ill) 表 (Table)

1.表はややもすると大きなスペースをとりが

ちであるので，十分考慮して最小限必要な

ものにとどめる.また表の折り込みは受付

けない.

2. 表の作成にあたっては，そのまま製版する

ものと印刷の段階で組む 2 通りの方法が

あるので，そのどちらにするかを決めてか

ら作成されたい.前者の場合は縮小率を考

慮し，文字の大きさや線の太さに十分注意

して作成する必要がある.なおこの場合は

校正ができない.あまり複雑なものはその

まま製版できるよう著者の責任で作成され

たい. また表の原稿も最大で B4 版までと

する.

3. 説明文はタイトル程度の簡潔なものとし，

挿図の説明文とともに別紙にまとめ，表の

余白には著者名，表番号，場合によっては

縮小率などを鉛筆書きで明記する.また挿

入希望箇所を本文中の余白に指示する. し

かし，これも編集上必ずしも希望通りにい

かない場合もありうる.

日本古生物学会特別号投稿規定

(1 988 年 1 月 27 日制定)

1.原稿の種類

本学会会員が主たる著者となっている英・

独・仏語の古生物学に関する原著論文で分量

が多いもの，本学会会員が編者となっている

古生物学に関する論文集あるいは目録類，あ

るいは本学会の事業として編集した目録類.

2. 原稿の分量

原稿の分量は，従来発行の特別号にほぼ匹敵

するもの.

3. 投稿

a. 正規の原稿のほか，図・表を含む完全な

コピー l 組を添える.

b. 下記の事項を明記した申込書を添える.

0編著者(またはその代表者)氏名，所属

機関，連絡先，電話番号.

0著者名，論文題目(およびその邦訳).
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0内容の要項 (800・ 1200 字程度，邦文で

可)

O内容及び欧文が十分検討済みであること

を証する書類(校閲者の手紙の写し等)

O本文の頁数(刷り上がり見込み頁数，ま

たはパイカ字体 25 行詰め原稿での枚

数)，また本文中に中小活字 (8 ポ)組み

の部分があればそのおよその分量(総頁

に対する比率)，挿図・表の数と刷り上

がり所要頁数，図版数.

0他からの印刷経費支払いの見込みの有

無，その予算額および支出額，ならびに

その見込みを証する書類(またはその写

し).

0その他の参考事項

4. 原稿の送付先 当分の間下記宛とする.

812 福岡市東区箱崎 6 丁目 10 番 1 号

九州大学理学部地質学教室

日本古生物学会特別号編集委員会

5. 著者の責任

a. 著者は編集手続きに関する編集委員会の

指示に従う.初校に対する校正は著者の

責任において行う.

b. 著者には本刷り 25 部までを無償とし，

それ以上は著者の負担(定価の割引)と

する.

著者への指針

1.原稿の体裁

a. 原稿，図・表・図版，引用文献などの体

裁は，すべて日本古性物学会報告・紀事

の様式に従う.

b. アプストラクトは原則として刷り上がり

2/3 頁以内程度とする.

C. 論文内容に応じて目次をつけてもよい.

長編の場合には，本文表題の前に別頁と

してもよい.

d. 論文の内容によっては，末尾にインデッ

クスをつけてもよい.

2. 投稿期限

特別号の出版は不定期であるため，刊行のた

めの原稿公募を出版計画に従って日本古
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生物学会報告・紀事に公示するが，投稿者は

刊行予定について特別号編集委員会に問い合

わせるのが望ましい.

「化石」投稿規定

(1 988 年 1 月 27 日制定)

(1 991 年編集部移動に伴い一部改訂)

1.原稿の種類

邦文で書かれ古生物学に関する原著論文・短

報・解説・論壇(評論・討論・アイデア・主

張など)・新刊紹介・書評・抄録・ニュース

その他の記事.

2. 原稿の分量と体裁

a. 原稿は 14 印刷頁以内とする(1論文の長

さは， 400 字詰原稿用紙で，図表のない

場合に 70 枚程度となる).

b. 原著論文には欧文の要旨をつける.

C. 原著論文・短報・解説・論壇の原稿に

は，欧文の表題およびローマ字綴りの著

者名をつける.

d. 原稿第 1 頁に脚注として著者の所属機関

を記す.

3. 投稿

a. 所定の様式の投稿原稿整理カード(コ

ピーして使用されたい)を添える.

b. 原著論文・短報・解説・論壇の投稿

の際には，正規の論文原稿のほかに，図

(写真版を含む)・表などを含む完全な

コピー l 組を添える.

4. 原稿の送付先

当分の間下記宛とする.

〒 113 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学理学部地質学教室内

日本古生物学会「化石」編集部

5. 著者の責任

a. 著者は編集手続きに関する編集委員会の

指示にしたがう.初校に対する校正は著

者の責任において行う.

b. 原稿(図・表を含む)は 14 印刷頁を限度

とし，これを越える部分，およびカラー

写真・折込図表の出版費用は著者の負担
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とする.

c. 別刷の印刷に要する費用は著者の負担と

する.

著者への指針

1.原稿

a. 原稿は 400 字詰め，横書き原稿用紙を使

用する，ワードプロセッサ使用の場合も

この規格に合わせるか， 1 頁を 400 字の

倍数とし，原稿にそのむね明記する.

b. 文章は「である体」とし，現代かな使い，

当用漢字を用いる.ただし，固有名調や

学界での憤用の術語は弧の限りでない.

句読点は，.を用いる.欧語綴りの人名を

引用する場合は，タイプするか活字体で

明瞭に記し，小キャピタル字体は用いな

い，また，生物の学名はタイプするか活

字体で明瞭に記し，学名や変数のイタ

リック体の指定を行う.

d. 図・表をいれる位置を原稿の余白に指定

する.

e. 欧文要旨は，欧語論文に堪能な外国人ま

たは適当と思われる人に，著者自身の責

任で校閲してもらう.

f.図の作成要領は本学会報告・紀事「著者

への指針」に従う.複雑な表は図と同じ

ようにそのまま製版できるよう，著者自

身が黒の活字またはタイプライターで作

成する.

g. 引用文献は，著者名を abc Jl慣に，また同

一著者を発表順に並べ「文献」として，

論文末尾に一括する.体裁は以下の例の

様式に従い，ページまでを完記し，特に

必要のないかぎり図，表の数は省略す

る.

(例)

Braisier, M. D., 1980. Microfossils. 193 p., 

George Allen and Unwin, London. 

半沢正四郎， 1963. 大型有孔虫について(演

旨).地質雑， 69, 298・302.

畑井小虎・小林貞一， 1963. 腕足動物.小林

ほか 9 名，古生物学，上巻， 103-126. 浅
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倉書店

Howe, H. V., 1963. Ostracoda of the genus 

Eucythere from the Tertiary of Misｭ

sissippi. Jour. Paleon t., 10, 143・ 145.

藤岡一男， 1963. 阿仁合型食物群と台島型食物

群.化石， (5), 39・50.

Oishi, S., 1940. The Mesozoic floras of Japan. 

Hokkaido Imp. Univ., Jour. Fac. Sci., 4 

(5)， 123・480

付記: I化石」誌を欧文で引用する際には，次の

ようにされたい.

Fossils (Palaeont. Soc. Japan) No. 00. 

日本古生物学会賞表彰規則

(1 980 年 6 月 28 日制定)

[総J{IJJ

第 l 条 日本古生物学会会則第 2 条の目的を達

成するため，会則第 3 条第 4 項に基づ

き，本規則第 2 条に該当する者を表彰

し，これに本学会の賞を授与する.

[賞の種類]

第 2 条賞は学会賞，学術賞，論文賞の 3 種とす

る.

[対象者]

第 3 条賞の対象者は本学会会員で次の各項に揚

げるものとする.

(1)学会賞(横山又次郎先生を記念し，横山

賞とも呼ぶ)長年にわたり古生物学の研

究に顕著な成果をあげ，また本会に対し

著しく貢献した者.

(2) 学術賞，優れた研究成果をあげ，古生物

学の進歩に寄与し，将来の発展が期待さ

れる者.

(3) 論文賞，本会報告・紀事に優れた研究を

発表し，古生物学の発展に寄与した者.

[選考の方法]

第 4条学会賞の受賞候補者は学会選考委員会

で，また学術賞および論文賞の受賞候補

者は賞の委員会で選考する.

[表彰の決定]

第 5 条学会選考委員会および賞の委員会は，受
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賞候補者を選定し，評議員会に報告す

る.評議員会はこれを審議の上受賞者を

決定する.

[表彰の方法]

第 6 条表彰は賞状およびメダル等の授与とし，

総会において受賞理由を公表して贈呈す

る.

[運営]

第 7 条学会賞選考委員会および賞の委員会の組

織と運営については，運営内規の定める

ところによる.

[規則の改正]

第 8条本規則および内規の改正は評議員会の決

議によらなければならない.

学会賞選考委員会および賞の委員会運営内規

(1 980 年 6 月 28 日制定)

I.学会賞選考委員会

1. 学会賞選考委員会の委員は若干名とし，評

議員の選考発議があり次第，その都度評議

員会で委員を選出する.委員長は会長を

もってこれにあたる.

2. 学会賞は，国際的に高い水準の研究を行い，

わが国の古生物学界の水準を著しく高める

のに貢献し，その評価が国内外において十

分に定着した者に対し，その功績をたた

え，本会として謝意を表するために授与す

る.

3. 賞の内容は賞状とメダルとする.

II. 賞の委員会

1.賞の委員会の委員は 4 名とし，評議員会で

委員を選出する.委員の任期は 2 年とし，

毎年その半数を改選する.委員長は会長を
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もってこれにあてる.

賞の委員会は互選による幹事 1 名を置く.

幹事は委員長を助け会務を整理する.

委員の代理は認めない.ただし委員会の成

立は通信をもって代えることができる.

名誉会長は受賞者の選考に際して委員会に

参加することができる.

2. 選考の際は，評議員会構成員および名誉会

長に対し，理由を付した推薦を依頼する.

学術賞・論文賞候補者の推薦は，それぞれ

について 2 名以内とし，複数候補の場合は

順位をつけるものとする.推薦された候補

者全員を選考の対象とし，審議の上，受賞

候補者を選定理由を付して評議員会に報告

する.

3. 学術賞の受賞対象者は，原則として，大学

学部卒業後 20 年以内，その他の場合は 45

才以下とする.ただし，既に本会学術奨励

金または学術賞を受賞した者は除かれる.

学術賞は古生物学の発展に貢献している者

の中から奨励のため特に優秀な者を選び授

与する.

論文賞の受賞対象となる論文は，最近 2 年

間の本会報告記事に発表された原著論文と

する.その聞に適当な論文がなければ推薦

を見送る場合がある.

4. 学術賞は賞状およびメダル(または奨励金)

とし，論文賞は賞状およびメダルとする.

m. 外部団体の各種賞

1.外部団体の各種賞および奨励金等に対する候

補者の推薦は，評議員会の委嘱を受けて賞の

委員会が審議により決定し，その結果を評議

員会に報告する.



日本学術会議だより 必1.21

第 14期最後の総会終わる

平成 3年 6 月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る 5 月 29 日から 31 日まで第 111 回総会を開催しました。今回の日本学術会議だよりでは，その総会

で採択された勧告を中心に，同総会の議事内容等についてお知らせします。

日本学術会議第111 回総会報告

日本学術会議第 111 回総会(第14期・第 7 回)は，平成

3 年 5 月 29 日ー 31 日の 3 日間開催された。

総会目頭に逝去された大谷茂盛，石原智男両会員の冥福

を祈り黙稽を捧げた。会長からの経過報告の後各部・各委

員会の報告があった。続いて規則の一部改正 l 件，国際対

応委員会の設立等運営内規の改正 l 件，申し合わせ 2件，勧
告 1 件，要望 1 件，対外報告等 3 件， ä.十 9 議案の提案があ

った。これらの議案については，同日午後の各部会での審

議を経て，第 2 日自の午前に採決された。

なお，総会前日の午前には連合部会を開催し，これらの

議案の説明，質疑を行った。また，総会に平行し，第 l 日
自の夕方には第 771 固運営審議会が開催されて，これら議

案についての各部の審議状況が報告された。

第 2 日自の午後は， rポスト湾岸をめぐる諸問題」につ

いて自由討議が行われた。

第 3 日自の午前には各特別委員会が，午後には各常置委

員会が開催された。

今回の総会てすま， 「大学等における人文・社会科学系の

研究基盤の整備について(勧告)J と「公文書館の拡充と

公文書等の保存利用体制の確立について(要望) J が係択
され，同日 (30 日)午後，内閣総理大臣に提出され，関係

各省に送付された。

日本学術会議としての国際対応組織の問題は.前期から
の懸案事項であったが，今期においてもこの問題は新たに
増幅され，国際対応委員会を当分の開設立することが決ま

り，それに伴い運営内規の一部を改正することとなった。
対外報告としては， r人間活動と地球環境に関する日本

学術会議の見解」を〔人間活動と地球環境に関する特別委
員会〕が， rr医療技術と社会に関する特別委員会報告ー脳

死をめぐる問題に関するまとめー」について』を〔医療技

術と社会に関する特別委員会〕がまとめ採択された。また，

会長提案のバイオテクノロジ一国際科学委員会及び国際微

生物学連合への加盟も採択された。
「ポスト湾岸をめぐる諸問題」についての自由討議は，

大石泰彦副会長の司会で，はじめに話題提供として第 2 部

の西原道雄部長，第 2 常置委員会の星野安三郎委員長，平

和及び国際摩擦に関する特別委員会の川回 侃委員長がそ

れぞれ部・委員会の審議状況を報告した。それに基づき，

会員間での意見交換が行われた。

大学等における人文・社会科学系
の研究基盤の整備について(勧告)

国家・社会の健全な発展は，人文・社会科学と自然科学

のバランスのとれた学術研究の成果が常にその土壊となっ

ている。ところが，戦後の我が国て'，;1:，自然科学の急迷な

進展に比して，人文・社会科学がそれに対応できない状況

にある。それは，大学等における人文・社会科学系の研究

基盤が盤備されないまま放置されていたことに起因する。

その上，これからの我が闘は，園内的には広〈生涯教育を
推進し，国際的には各国との研究交流や留学生の受け入れ

などを一層秘極的に行うことを要請されている。すでに日
本学術会議は，第 13Jt11において「大学等における学術予算
の増額について(要望) J などを要望しており，これを踏

まえて第14)91では，さきに，主として自然科学系の「大学
等における学術研究の推進についてー研究設備等の高度化

に関する緊急提言ー(勧告)J の勧告をした。それに統いて，

ここに人文・社会科学系の大学等における研究基盤を早急

に改善し，終備するよう勧告する。

まず，人文・社会科学系の研究法盤を改善し，務備する
ためには，研究に関わる人的構成の強化を必要とする。し

たがって.なによりも研究者の鼎員がi必要であり，それに
関連して，特に若手研究者の養成と研'先制i助者の増員が求

められる。今日，人文・社会科学も自然科学と同様に，研

究分野が細分化されるとともに総合化も図られ，それに応
じて新しい分野が開発され，それぞれの分野において総合

的かつ多面的な研究方法が採られるようになったからであ

る。

また，国内外でのフィールド・ワーク等の研究調1l:や外

国人研究者の招へいなどがより活発に行われるためには，

研究費の大幅なll\'1微を必要とする。なお，国公立大学等に
おける研究伐の実験系と非実験系による区分は適正な基準

により是正する必要がある。
さらに，人文・社会糾学系の研究基盤の繋備には，図書

や資料の収集・保管など学術情報の充実が要求される。そ

れを充たすには，それぞれの研究室における情報処里1\機器

を務備・充実するとともに，図書館・情報センターなどの
学術情報機関の拡充を図るべきである。その際，情報処理
機器の購入と維持のために相対的に図書購入に当てる賞用

が圧迫されてはならず，図書費全体についても特段の楠額

が必要である。



以上のように人文・社会科学の人的・物的な研究基盤の

速やかな型車備が，国公私立大学のみならず，すべての研究
機関において今日切実に要望されている。なお，大学等に

おける研究基盤の整備に役立つ民間からの寄付等の援助に

は.それに対する包括的かつ柔軟な免税措置等が講じられ

るよう配慮すべきである。

公文書館の拡充と公文書等の保存利用
体制の確立について(要望) (要旨〕

わが国の公文書等の保存体制は，公文書館法が公布・施
行されて大きく前進したが，その体制はなお国際的にみて

大きく立ち遅れた状況にある。公文書等はきわめて重要な
学術情報であり，かつ，国民共有の文化的・歴史的資産と

して貴重であることから，その保存・利用体制を確立する

ために以下の措置を早急に講じられるよう要望する。

1. 国立公文書館の拡充とその権限の強化

現在の国立公文書館はその設備・人員等がきわめて貧弱

であり，また，権限が著しく弱小である。国の公文書等の
保存利用体制の確立のために，まず国立公文書館の権限を

強化し，その設備・人員を大幅に拡充撚備する必要がある。

2. 地域文書館の設立・整備のための園の支援の強化

公文書館法の公布以後，地方公共団体において公文書館
を設立する動きがあるが.まだ，その動きは限られている。
設立を促進し機能を強化するために，国の財政的援助を拡

充すると共に，地方公共団体の自主性を尊重しつつ国の技
術的な指導・助言を強化する必要がある。あわせて，公文

書等の保存に関して，文書館の権限を強化する必要がある。

3. 公文書館専門職員養成制度と資料学・文書館学研究体
制の整備

公文書館専門職員の養成・確保は緊急な課題であり，わ
が国にふさわしい専門職養成制度を早急に確立すべきであ

る。この確立のためには，資料学・文書館学の研究者を確

保し研究を推進するための体制を整備する必要がある。
4. 公文書館法の整備

以上のような措置を講じる上て二現在の公文書館法は，
公文書館の設置義務とその権限，専門職員の資格と地位，
地域文書館への国の支援などについて不十分な点が多くみ

られるので，これを早急に整備して，公文書等の保存利用
体制の確立を推進する必要がある。

人間活動と地球環境に関する日本学
術会議の見解〔要旨〕

日本学術会議は，人間活動と地球環境に関する問題に強
い関心を持ち，特別委員会や多数の研究連絡委員会におい

て学術情報を集め，問題を総括し，研究体制の検討等を行
ってきた。これらを基礎として見解を表明する。

日本はその自然環境の多様性や，近年の人間活動の急速
な進展により環境問題に対して厳しい見方が必要でいある。

この関連の研究は従来必ずしも十分ではなかった。国際協

力の下に多岐にわたる学問分野がこれまでの枠を拡大し，
多分野の学協会が融合化して活動し，新しい分野の研究活

動の強力な推進を図るべきである。また，地球環境問題は

グローパルな問題であるが，側々の人聞の対応から出発す

る問題でもあるから教育や啓蒙活動が急務である。

わが国では多数の省庁が研究を行っているが.相互関係

や全体を見渡した有機的・体系的な研究推進政策が必要でー

ある。日本学術会議はこれらのための助言，連絡，調態等

にその組織と能力を生かして活動し努力する。

医療技術と社会に関する特別委員会報告
一脳死をめぐる問題に関するまとめ一

医療技術は不断に進歩するが.その進歩が著しければ著

しい桜，医療技術と人々のものの考え方や社会的な習慣と

の聞に調和を欠〈状況が生じている。脳死の取扱をめぐる

問題はその一つである。今期の本特別委員会では「脳死は

人の死か」についての直接的な審議は保留し， 「もし脳死

をもって人の死とすると，あるいは臓器移植を視点にいれ

ると.何が問題になり，それを如何に考えるか」などにつ

いて論議した。本報告はその結果を整理したものである。

(原文のまま，以下項目のみ)

l 脳死患者の医療上の取扱

2 意思の個別的確認について

3 死亡時刻の考え方に関して

4 医療提供側の問題点

5 医療費の取扱について

日本の学術研究環境一研究者の意識調
査から一(第 3 常置委員会)刊行され
る

第 3 常置委員会は，第 13期の「学術研究動向」調査を踏

まえ， 21世紀に向けて我が国の学術研究の中心的存在とし

て活桜を期待される 30歳代から40歳代の若手研究者(約20

00人)を対照に，学術研究の基礎となる「研究環境」につ

いてのアンケート調査(調査事項は，大別して「学術研究

の組織・体制，研究者の養成・確保と国際化，研究費の調

達・逆用と研究設備、情報の収集・保存)を行い，その結

果を基礎に報告書を作成した。なお，本書は日学資料とし
て刊行している。

日本学術会議主催公開講演会「日本の
学術研究環境は21世紀に対応できるか
開催される

「日本の学術研究環境」の刊行を記念し，平成 3年 6 月

6 日(木) 13時30分 -17時00分に日本学術会議講堂におい
て開催された。近藤会長の開会のあいさつの後， ~事登第 2

部会員の司会により，①「日本の学術研究環境ー研究者の

意識調査から一 J (森第 7 部会員)②純粋基礎研究は大学
しかやらない(有馬第 4 部会員)③私立大学の立場から

(松本第 2 部会員)④「産業の立場から J (内田第 5 部会

員)の講演の後，総合討論を経て， ì度漫第 7 部会員(第 3

常ß(委員会委員長)の閉会のあいさつをもって践況のうち
に終了した。なお，本公開講演会の内容は，追って日学双

書で刊行する予定である。

平成 3 年 1 月以降，委員会等別の
対外報告

部 l 件 特別委員会 4 f牛

常置委員会 lf牛 研究連絡委員会23件

御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

干106 東京都港区六本木 7 -22-34 
日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291
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第 15期最初の総会開催される

平成 3年 8 月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議の第15期が 7 月 22 日から発足し. 7 月 22 日 -24 日の 3 日間，第15期最初の総会が開催されましたので，その
総会等についてお知らせします。

日本学術会議第112回総会報告

7 月 22 日の第15期の発足に伴い，内閣総理大臣による日
本学術会議会員の辞令交付が行われた。第15期の会員は，
選出制度が学術研究団体を基礎とする推薦方式になって，
3 回目の会員である。この第 15期会員による最初の総会で

ある，第 112 回総会が 7 月 22 日から 24 日までの 3 日間，本
会議講堂で開催された。

第 1 日目 (22 日)は，午前は新会員への辞令交付式があ
り，午後総会が開会され，直ちに，会長及び両副会長の選

挙が行われた。会員による互選の結果，会長には近藤次郎
第 5 部会員が13期. 14期に引き続き三選された。人文科学
部門の副会長には，川凹侃第 2 部会員，自然科学部門の副

会長には，渡漣格第 4 部会員が選出された o度漫副会長は
再選)。選挙終了後，近藤会長から「新人の方が半数以上お
られ，大きな抱負をもっておられると思う。挫折感を持つ
ことのないようできるだけの努力をしたい。皆様にも御協
力をお願いしたいu との就任のあいさつがあり，又，川田，
?度遁両副会長からもそれぞれ就任のあいさつがあった。

会長，副会長選出後は，直ちに各部会が開催され，各音11
の部長，副部長，幹事の選出が行われた。(第15期の役員

については，別掲を参照)
第 2 日目は 10時に総会が開催きれ，近藤会長が14期の会

長という資格で第14期の総括的な活動報告を行った。その
報告の折々には，国際交流とか，将来計画委員会，学術会
議の予算等，会長の感慨，または感想をも交えてその所!惑
を述べた。続いて，会員推薦管理会報告として，久保亮五
委員長の代理として事務総長が，第 15期会員の推薦を決定
するまで*の経過報告を行った。
引き続き，会長から 3 日自の総会で提案・審議する予定

の「第15期活動計画委員会の設置について(申合せ案)Jに
関する各部での事前討議について，並びに各常置委員会の
各部での委員の選出について，それぞれ各部へ依頼した。

総会終了後，各部会が開催され，前述の申合せ案の討議
及び各常置委員会委員の選出等が行われた。

第 3 日目 (24 日1o10時に総会が開会され，会長から「第
15期活動計画委員会の設置について」の提案が行われた。

これは，第15期の活動の基本計画の立案を目的とする臨時
の委員会を次の定例総会までの問，設置するということを
内容としている。そしてこの提案は原案どおり可決された。

総会総了後，直ちに各部会が開会され，設置が決定され
た第 15期活動計画委員会委員の選出等が行われた。
なお，この第15期活動計画委員会は，総会期間中に第 1

回の会議を開き，全会員を対象にした第15期の学術会議の
活動に関するアンケートの実施を決めるなど，早速その活
動を開始した。
また，運営審議会附置委員会，常置委員会，国際対応委

員会等も活動を開始した。

第 15期日本学術会議の辞令交付式等について

第 112 回総会に先立ち，第15期日本学術会談会員の砕令
交付式が 7 月 22 日(月 )11時から、総理大臣官邸ホールで
行われた。~，."令交付式は，海部内閣総理大臣，坂本内閣官
房長官，大島，石原[，r.j官・房副IJ長官，稲橋総理府次長等の出

席を得て執り行われた。

第 1 部から第 7 部までの会員 1 人ずつの名前が読み上げ
られた後全会員の最年長である波遁格第 4 部会員が代表し

て海部総理から辞令を手渡された。この後，海部総理大臣
から「会員の皆様には，創造性豊かな科学技術の発展，総
合的観点に立った学術研究に係る諸活動に御尽力いただき
たい。」とのあいさつがあり，これに応えて第15期会員を代

表して波漫格会員が「微力ながら全力を尽くし，重要な責
務を全うし，悶Kの期待に応えたい。」とあいさつがあり，
式は終了した。式には 192名の会員が出席した。
また，総会 2 日目の夕方には，学術会議ホールて1 坂本

官房長n・主憾の第15期会員就任パーティーが側俄された。パ
ーティーは板本官房長宵のあいさつで閉会し，日本学士院院
長代理の藤IH良雄幹事のfltg~があり，これに対する近藤会
長の答礼のあいさつ. i代目l敏男日本学術振興会会長の発声
による乾杯の後，懇談に入った。ホールには~~~れんばかり

の人々で歓談が続き雌会であった。



第 15期日本学術会議役員

会長

副会長

近藤次郎(第 5部・経営工学)

川田 侃(第 2 部・政治学)

i度遁 格(第 4 部・生物科学)副会長
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第 2部部長

副部長

幹事

第 3部部長

副部長

幹事

第 4部部長

副部長

幹事

第 7部部長

副部長

幹事

平成 4 年 (1992年)度共同主催国際会議

本会議は，昭和28年以降，学術関係国際会議を関係学術
研究団体と共同主催してきたが，平成 4 年(1992年)度に
は.次の 6 国際会議を開催することが， 6 月 7 日の閣議で
了解された。(カッコ内は，各国際会議の開催期間と開催地)
.第 9 回国際光合成会議

(平成 4 年 8 月 30 臼 -9 月 5 日，名古屋市)
共他目同体:日本航物生理学会

-国際地質科学連合評議会及び第29図万園地質学会議

(平成 4 年 8 月 24 日 -9 月 3 日，京都市)

共催団体: (社)東京地学協会外 5 学会
・第 5 回世界臨床薬理学会議

(平成 4 年 7 月 26 日 -31 日，横浜市)
共催団体:日本臨床薬理学会

第 15期日本学術会議会員の概要について

この度任命された 210 人の第15期日本学術会議会員の概

要を以下に紹介する。(カッコ内は前期)
1 性別 男子207人 (207人) 女子 3 人( 3 人)
2 年齢別 50-54歳 3 人 55-59歳 29人

60-64歳 105人 65-69歳 58人

70-74歳 15人

最年長 74歳 (76歳)

最年少 54歳 (51歳)

平均年齢 63.5歳 (63.1歳)
3 勤務機関及ぴ職名別
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-第 11回国際光生物学会議

(平成 4 年 9 月 7 日 -128 ，京都市)
共催団体:日本光生物学協会

・第 14回国際平和研究学会総会

(平成 4 年 7 月 27 日 -31 日，京都市)
共催団体:日本平和学会

・第 8 回国際バイオレオロジー会議

(平成 4 年 8 月 3 日一 8 日，横浜市)

共催団体:日本バイオレオロジー学会

御意見・お問い合わせ等がありましたら.下記ま

でお寄せください。

干106 東京都港区六本木 7-22-34 
日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291



地学標本専門メーカー・ FOSSILS & MINERALS 

!株式会社東京サイエンス| 〒 150 渋谷区千駄ヶ谷5-8-2 イワオ・アネックスビル
事務所・ショールーム(国電代々木駅より徒歩 5 分)

※上京時にはお気軽にお立寄り下さいませ。 宮 (03) 3350-6725 

<主な営業品目>
地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材料提供による薄片製作も受け賜ります。)
地球儀・各種(米国リプルーグル社製地形型ワールド‘オーシャン etc .) 

※特に化石関係は諸外国より良質標本を多数直輸入し，力を入れておりますので
教材に博物館展示等にせいぜいご利用下さいませ。

<弊社化石標本リストの一部>

;毎きそりの化石 Eurゆlerus remz�es Silurian New York , U.S.A. 

葉 虫 Homolelus bromidensis Oklahoma, U.S.A. 

Ps印:dogygiles canadensis Ontario, Canada 

アンモナイ.ト Baculiles com�ressus Upper Cretaceous South Dakota U.S.A. 

Gonialiles choclawensis Mississippian Oklahonia, U.S.A. 

Placenliceras meeki Upper Cretaceous Montana , U.S.A. 



古生物学事典
日本古生物学会編集/A5判 496 頁・定価 9888 円
古生物学に関連する重要な用語約 500 語を，地質，脊椎動物化石，無脊椎動物化石，植物化
石，人名などにわたって選ぴ五十音順に配列。本事典にとりあげられた項目は，現在扱われて
いる古生物のほぽ全部の分類群を網羅するとともに，古生物に関連のある関連諸科学の分野に
ついてもとりあげた。最近の知見を充分盛込んで解説し，巻頭に標準化石を中心とした写真図
版を収録し，巻末には生物分類表，地質年代表.海陸分布変遷図などの付録を掲載。

化石の科学
日本古生物学会編集/B5判 136頁(カラー69 頁)・定価 7725円
本，l? は. fI本，J，-生物学会均・古生物の一般的な iヰ及を目的として制集したもので.数多くの興味
ある化引のカラー写真を'1'心に.わかりやすい解説をつけた。内容は三部に分かれ，第 1 苦11で
は化石とはどのようなものか，第 2 古11 では，l，-'-E物の営んできた生命現象，第 3 部では化石を通
して多くの隣接するぷ礎科学や現実の経済i汚動に与えた;;診符などが解説されている。その大半
がわが同のオリシナルな研究の制介であり.枇新の動向へのよき入門書ともな勺ている。

図説古生態学
森下 晶・糸魚川j享二著/B5判 180頁・定価5768円
古生態学は，古生物の生態すなわち古生物と生活環境の相互関係を研究する古生物学の一分野
で\過去の自然環境と生物群集の生活様式をダイ十ミックに科学する学問である。本書は，写
真と図表を多数用いながら，第 I 部で古生態学の基礎知識を簡潔・平易に解説し，第 II部で群
集古生態学や個体古生態学の例.フィールド観察などの古生態学の実際的内容について，初心
者でも容易に理解できるように配慮し，図説的に興味深〈解説した古生態学の入門書である。

古生物百科事典
スチール・ハーベイ編/小畠郁生監訳/B5判 256頁・定価 18540円
英国の古生物学者R.スチール博士と A.P. ハーベイ博士の編集のもとに第一線の研究者23名ヵ、
共同執筆した“The Encyclopaedia of Prehistoric Life" の日本語版。内容は古生物学全般に
わた札専門研究者が利用できる高いレベルを保ちながらも.化石などに関心をもっ多くの人
びとが楽しみながら興味深〈読めるように配慮された百科事典。この事典によって，過去の生
物へのつきぬ魅力に惹かれ，地球と生物の現在および未来について多くの示唆が得られよう。

日本化石図譜植物化石図譜
鹿問時夫著/B5判 296頁・定価 17510円
日本における化石をほとんど網羅し，多数の図版を
もって構成した名著。初版刊行後の新知見を加えた
増訂版。(内容〕化石/東亜における化石の時代分
布/化石の時代分布表/東亜の地質系統表/化石図
版とその説明/化石の形態に関する術語。

遠藤隆次著/B5判 328頁・定価 18540円
先カンブリア紀から洪積世までの各地質時代に生育
した陸上および海生の両植物化石について，その種

属・分布・古地理・古気候・進化の動向などを，多数
の図版を用いて詳述した，わが国ではじめての植物

化石図譜。好評の『日本化石図譜』の姉妹書。

定jilfi は消 'l 'i税込みです。

自朝倉書店 干162 東京都新宿区新小川町6-29/振替東京 6-8673
電話 (03)3260-0141 (代)・営業部 (03)3260-7631 (代)

〔本誌名ご記入の上お申込次第総合図書目録進呈〕



大理石村への
沼田 1. c. より llkm

お誘い

新しいアート・ビリジ 「大理石村 jが今年 6 月群馬県吾妻郡高山村

のロマンティック街道沿~) (中山峠)に開館します。サンポウアート

は、イタリアンモダンアートを中心に世界の石のアートおよび鉱物

や化石を集めた、まったく新しいアート・ビリジです。楽しさあふ

れるアート・ビリジへお気軽にご来館くださいませ。

-
展
示
石
材
の

部
-
直
角
員
(
軟
体
動
物
)
の
化
石」

lOcm 

JAlJP@ ART 〔 営業内容〕

各穣石材の輸入・石材を用いた建

築や造営物の設計 ・加工 ・胞工、墓

石 ・霊園諸設備の施工 ・販売 、 石 材

加工品 ・仏恩・仏具 ・科l 呉 ・鉱物・

化石標本などの販売

25 サンポウアート 志社・~~篤黒沼包帯屋形原町 1407 剖278・22-'-S23代
一 大i霊石何 回群馬黒吾妻郡高山判中山口583 君。279-63-223 liit 

社長

展示指導

平井良明

自然史科学研究所



溺海・黄海・東海海洋図集 1990 海洋出版社

(MAlR.lIN A']['LAS OlF lBlOlHlAlI~SlBA YlBLLOW~SlBA lBAS'][' ClHllINA-SlBA) 

精装/B4版/98頁 ・￥ 12，000

[地貌、底質類型、堆積物化学、有孔虫・介形虫・放射虫・珪藻分布図 etc.]

黄河流域地図集 1989 地図出版社

(YlBLLOW lR.lIVlBlR. VALLlBY A']['US) 精装/A3版変型 国￥29，000

中国淡水魚類原色図集(2) 1988 上海科技出版社
上海自然博物館編 精装/横B5版/179頁・￥9，000

《取り扱い分野》

第四紀学(考古学・人類学)/地球科学(地質学・自然地理学)

生物科学(古生物学・動物学・植物学)/環境科学(自然保護) etc. 

中国自然科学図書専門

中国書 店 CHUGOKU SHOTEN ,Tokyo 

干 178 東京都練馬区東大泉6-50-9 TeI (03)3924・5868 Fax(03)3925・8976

|新訂地球の科学 l
閑利一郎・稲森 i悶・木村達明編者

四六判 216頁定価1 ， 648円 (i町四位込)送料260円

歴史的生成物としての同体地球の解明という

立場で編集された大学の教養課程のテキスト。

精密な図版と写真を多用し、自然科学を専攻

しない学生にも平易に学べるよう配慮した。

と〈に f4 章生物の変遷」では、古生物学

の知識に基づいて、地質時代の生物の変遷を

解説した。

長選議議選議|主な内容i

序章地球の概観

1 章固体地E事の解剖

2 章漂う大陸

3章造山運動

4章生物の変遷

5. 年代決定と絹年

6 章日本の地史

|三訂新しい地球像 l
D. ヨーク著/日本地学教育学会訳編

四六判 248頁定価1 ， 545円(i間続込}送料260円

地球の誕生、大陸移動説からプレートテクト

ニクスまで、国体地球物理学のパラダイム転

換に自ら参画した著者による克明な解説。

日本の著者による「第 6 章補遺・プレート

テクトニクスの最近の話題」では、日本にお

けるプレートテクトニクスの検証例や最新の

話題を詳し〈述べた。

i 綴j主な内容i
第 L章地球の創生 第 5 章大陸移動とプレー

第 2 章固体地琢の構成 トテクトニクス

第 3 章地球の年歯章 第 6 章補遺・プレートテクト

第 4 章磁気と地球 ニクスの最近の話題

州秀潤社主!?(553T5|鳴3;;!;;忠JT22L22)J152ロ!;f



プレシオザウルスの化石砂

(全長約3 . 6 m) 

Plesiosaurus sp. 

ジュラ紀一Lias

L yme Legis, Dorset, 

イギリス

￥ 7 ， 000 ， 000 

-アンモナイ卜ー ￥ 400 - ・三葉虫ー ￥ 500-

・鮫の歯 一 ￥ 250- ・魚の化石一 ￥ 400-

‘ヤモリ入り琉E自
(約3 . 6X2 .4cm) 

Amber in gecko 

第三紀一 Oligocene

Santiago，ドミニカ

￥ 3 ， 000 ， 000 

等，その他，外国産化石を各種，格安にて取り揃えております。

御注文により，調達，御予約も承ります 。

近くまで御越しの折には是非お立ち寄り下さい 。

輸入化石・鉱物

似誕丘雌醤臨
株式会社テラノ、ウス
干 151 東京都渋谷区代々木卜32 - 1 第 3 宝山ピル4F
TEL 03-3320-1505 ( FAX 共通)

山手線代々木駅・代々木ゼミナール側改札口を出て、
自の前ご牛井の吉野家砂のビル4階
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マイクロスライドキャビネット
〔有孔虫スライド500:t畑〕 標準フルイ

l 各位サイ ズl
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有孔虫ス ライド各種

古環境・地質時代の解明に

花粉・微化石分析調査|
-岩石 ・ 土壌 ・ 泥炭 ・ 石炭等の花粉分析
肝外保JJll. ・坑内十正取 ・ 海外保Jlll.試や| の花粉分析による地質時代・層 J芋の判定

・ 試錐コアの花粉分析
池田 ・ -IJ. ス回 ・ 炭回など鉱床地域・ 土木建設の試錐コアを花粉j習序より解析

- 珪藻 ・ 有孔虫分析材・種実化石同定

・ 鉱物分析 ・ 岩石同定 ・ 土壌化学分析

・研究調査用簡易試錐・岩石薄片作製

・ ケロジェン分析
・ 肝外地質 ・ 中直生調査

・そ の他学術研究協力
j企跡調査 ・ 空中花粉分布調査その他

パリノ・サーヴェイ株式会社
本 社干103 東京都中央区日本橋室町2 - 1 (三井ピル内 ) fi(03)3241-4566 FAX03-3241-4597 
研究所干375 群馬県藤岡市岡之郷戸崎 5 5 9 -3 fi(0274)42-8129 FAX0274-42-7950 



日本化石集【第4期】
全:10集刊行開始側刊4点白ヌキ
盟国野尻湖層の化石1
【第60集】野尻湖眉の化石2
哩回裏】野尻湖眉の化石3
E露呈 石狩低地帯の化石
【第63集】日本の海生脊椎動物化石 1
【第64集】日本の海生脊椎動物化石2
哩回集】日本の節足動物・赫皮動物化石
E璽霊童日本の古生代・中生代の放散虫化石 1
[第67集】日本の古生代・中生代の放散虫化石2
E璽霊ヨ日本の古生代・中生代の放散虫化石3
・責任編集/大森昌衛・市川浩一郎・亀井節夫・

水野篤行・小畠郁生・真野勝友・後藤仁敏
・ A4変型判各集2060円(税60円含む)

{第 1 期]-【第3期】全58集
+別集(総目次・総索引) ・好評発売中
・各集2‘ 060円(税60円含む)揃価121.540円(税3.540円含む)

恐竜その発生と絶滅明版第1 席。
スウィントン[著] 小畠郁生[訳] A 5 判 1957円(税込)
恐竜のそれぞれの極矧の分知と記述を rl'心に、恐竜発見の
いきさつから、什絡の特徴. '1，.fI1[・病 111[・生 i市環境・起源・

絶滅まで、あらゆる問題を包括的に論じた名符である。

宇ィノサウルス
恐竜の進化と生態

⑨ 2 刷

新版脊椎動物の進化
上巻魚類の出現から腿虫類時代まで

下巻町1ì乳類の出現から人類の時代まで
E.H ・コルパート[著] 回隅本生[訳]

各冊 A5 判 2987円(税込)⑨上巻 8刷下巻 5 制

@築地書館東京都中央区築地2-10-12 ftO日間一3731 書店もしく帥接小社へ電話でご注文くださいの

別刷についてのお知らせ

化石編集部では，著者が投稿のさいに投稿原稿整理カードに記入された別刷希望部数を印刷会社へ申し送り，印

刷会社から直接著者へ別刷が送られるような仕組みにしております. したがって，別刷の仕上がりや別刷代金の請

求に関しては，編集部としては関与しておりません.これらの点でご不審の点が生じた場合には下記に直接ご連絡

ください.

なお，別刷代金は次の式で算定されます(表紙を含む) : 

(PX9+50) x 、!N x 10 

〒 176 東京都練馬区豊玉北 2-13-1

ρ: 本文の頁数

N: 別刷の部数

撃術図書印刷株式舎社 TEL 03-3991-3754 

FAX 03-3948-3762 



日本古生物学会入会申込書
日本学会事務センタ一内

氏名

現住所

113 東京都文京区弥生2・ 4-16

ローマ字

生年月日

所属機関(在学校名)、現職(学年)、あるいは職業

所属機関の所在地

連絡先

専門

最終学歴年月 学校、学科名

参考事項(主要な研究業績、興味、他の所属学会等)

推薦者(本会会員2名)

学位

氏名 及び署名または捺印 所属または住所

2. 

本会の会則を了承し、日本古生物学会に入会を申込みます.

入会申込者 署名(捺印)

日付ヰ一一一一年一一一月一一一日

(コピーした用紙を使用して構いません)



“化石"パックナンバーの在庫

(価格は送料込み)

f増刊号〕コロキアム:化石硬組織内の同位体・H・H・.....・M ・-…・・H ・H ・....・H ・..........・H・-……H・H・....・H ・. (1 000 円)

(1 3 号〕マラヤ・タイ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他............・H・....・ H ・....・H・-… (500 円)
(1 6 号〕ダニアン問題，鮮新統・漸新統論考，その他・・H・H・....・H ・....・H・....・H ・....・H ・....・ H ・......・H ・..... (500 円)

(17 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(そのー)ヘその他・H・H・....・H・-…・H ・H・-…・・ (600 円)
(1 8 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(その二)ぺその他…....・H・....・H ・・・H ・H ・..... (600 円)
(21 号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体"，その他・・H・H・....・...…....・H ・....・H ・-…...・H・....・H・-…・ (800 円)
(22 号〕特集“中園地方新生界と古生物.・H・-….....・H ・...・H・-…・H ・H・.....・H ・...・H ・....・ H ・.....・H ・....・・ (800 円)

(23 ・ 24 号〕特集“化石硬組織内の同位体(第 3 回シンポジウム)ぺその他...・H・.....・H ・....・H ・...・H ・.. (1 600 円)

(25 ・ 26 号〕シンポジウム“古植物の分布とその問題点"，その他 H・H・....・H ・....・H ・.......・H ・...・H・-…・(1 600 円)

(27 号〕深海底堆積物中の炭酸塩溶解量の視IJ定，その他…....・H・-…...・H・....・H ・....・H ・.....・H ・....・H・. (1 700 円)

(28 号〕太平洋側と日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問邑その他....・H・...・H・.....・ H ・... (1900 円)

(31 号〕本邦白亜系における海成・非海成層の対比，カキの古生態学(1) …....・H・-…・H・H・.....・H・(1 500 円)
(32 号〕四万十帯のイノセラムスとアシモナイト，カキの古生態学(2) ・・H ・H ・....・H・……...・H・...……(1500 円)

(33 号〕ジャワの貝化石，三畳紀 Monotis. その他…....・H・-………...・H・.....・H・-…....・H ・-…...・H・... (1500 円)

(34号〕進化古生物学の諸問題，その他 …H・H・.....・H・....・H ・...・H・-….....・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・....・H・(1500 円)

(35 号〕後期三畳紀二枚貝M捌otis の古生物学的意義，その他...........・H・-…...・H・.....・H・-一...・H・. (1 500 円)

(36 号〕中山層貝化石，放散虫チャートの起源，異常巻アンモナイト，その他・…...・H・-…....・H・.. (1 500 円)

(37 号〕創立 50 周年記念号.付:会員名簿...........・H・.....・H・....…H・H・-……・・・H・H・..…...・H・....・H ・. (2000 円)

(38 号〕北海道小平地域北東部上部白E系の化石層序学的研究，その他 …....・H・....・H・-…....・H・... (1 500 円)

(40 号〕ジュラ紀・白亜紀境界付近における放散虫化石群の変化，その他 …・…H・H・...……...・H・.. (1 500 円)
(41 号〕西南日本白亜系の古地理と古環境，その他 ・・H ・H・...・H・.....・H ・....・H・-…叩…........……・・(1500 円)

(42 号〕青森県尻屋層群の放散虫年代，その他 ・H ・H ・-…・・H ・H ・....・H ・....・H・-………....・H・....・ H・...…(1 500 円)

(43 号) Cyrtocapsella terapera Haeckel (Radiolaria)の頭部殻室の微細構造，その他・H・H・.....・H ・.. (1 500 円)
(44 号〕日本産のフジツボ類の時空分布，その他 ……....・H・....・ H・-…....・H・....・H・.......・H ・H ・H・-・・・・(1 500 円)

(45 号〕日本産 Glossaulàx (Gastropoda: NaticicÍae) の進化，その他................・H・-…...・H・......... (1 500 円)

(46 号〕石灰質ナンノ化石からみた秩父盆地新第三系最下部の地質年代，その他 ・H ・H ・.....・H ・...・H・. (1 500 円)

(47 号〕新生代における深海底生有孔虫の殻形態の変遷と古環境的意義，その他，付:会員名簿 … (2000 円)
(48 号〕化石密集層形成における堆積学的制約と古環境について，その他 H・H・......・ H ・...・H ・...・H・-…(1500 円)
(49 号〕姫浦層群上部亜層群の化石カキ礁，その他 …....・H・...・H ・H・-….....・H・....・H ・...・H ・.....・H・-・・(1 500 円)

(50 号〕シンポジウム“古生物学の課題と展望"，その他・・H・H・....・H・-…...・H・.....・H ・H ・H ・...・H ・....・H・(1 500 円)

29， 30， 39 号の残部はありません.

パックナンパーを御希望の方は，代金を払い込みの上，お申込み下さい.
大学研究機関等で購入の際は，見積請求書等必要書類をお送りしますので御請求下さい.
申込みと送金先:
日本学会事務センター内日本古生物学会

1991 年 11 月 25 日印刷

19.91 年 11 月 30 日発行

化石第 51 号

発行者日本古生物学会

東京都文京区弥生 2-4-16

日本学会事務センター内

編集者化石編集委員会

印刷者皐術図書印刷株式含社

TEL (03) 3991-3754 
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